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I はじめに

尾道市教育委員会では、地方教育行政の組織及び運営に|刻する法律第26条により、

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告討を作成しました。

この報告帯は、「尾道教育総合持進計画Jをはじめとした施策 ・事業への取組状況、

成果、限題等について戸、検及び評価を行い、学隊経験者の意見をいただくことにより 、

「尾道教育総合拘進計 ft!TIJの進行管理や今後の事務改普等に反映さ世るものです。

また、報告おでは、教育に関する施策 ・7作業ごとにJ&組状況を整型し、成果を具体

的な数値指標で示す等、市民の皆織へ、わかりやすい点検及び評価に努めました。

教育委員会では、この点倹及び評価の結果を今後の取組に活かし、さらに本市の教

育行政について説明責任を果たすことにより、市民に信頼される教育行政を推進して

まいり ます。

今後とも、 J'f.道の教育に、ご理解とご支緩をよろしくお願いいたします。

[参考] 地方教育行政の組織及び運富に闘する法律(抜粋)

(教育にl剥する事務の管理l及び執行の状況の点検及び抑制部)

第26条 教育委員会は、毎年、その陥l慣に属する事務 (M条第一頃の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の他限に属する ;J~務(同条第四項の規定により 事務局

職員等に委任された事務を含む。)を含む。)の管理!及び執行的状況について車検及

び評価を行い、 その結巣に閲する報告書を作成し、これを級会に提出するとともに、

公表しなければならない。

2 教育委員会は前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育にI~I L学旅経験を有す

る者の知見の活用を図るものとする。

( 'I' /i~ 19句6J127日改正、ヰ-:，&.20句4月11:1施行)



E 点検及び評価の方法

尾道市教育委員会は、E平匹成 26年度に実施したZ事lFE務のT管f理及ひ

その施策 .:r事l作ト業の目自的ワ 、 内容、lI~i且の状況を整理し、 その施策 ・ 事業の成果と跳題を

点検し、評価しました。

この報告書では、点検及び評価1項目は、「尾道教育総合推進計画]の施策体系に沿

って、各施策 ・21E業に分類しています。

また、施策 ・事業ごとに、取組状況を整理し、成果をより明敵に把握するため、具

体的な数値目襟を設定することで、施策事業の成果と飢題を明らかにし、わかりや

すい点検及ひ'評価に努めました。

さらに、施策 ・事業の成果とRJ42Hの点検、評価を通して、改誼の方向性を明らかに

寸ることで、 「尾道教育総合後進計画Jの進行管理や今後の事務改善等に反映させる

ものです。

E 学識経験者の知見の活用

尾道市教育委員会では、 県検及び評価の結果に I~Iする報告書の作成にあたり、学識

経験者の知見の活用を行っています。

教育に闘し学識を有する方々から、点検及びiWfllJiの内容等について武鑑なご意見を

いただきました。

これらの貴重なご意見を今後の施策 ・事業のi仕組に活かし、教育行政を推進してま

いります。
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W 教育委員会の活動状況

年 月日 内 { 奇

平成26年 4月 14日 第1回広島県市町教育長会議

4月21日 広島県都市教育長会春の総会

4月24日 第1回東部教育事務所管肉教育長会議

4月30日 第5回教育委員会定例会

5月 13日 第6回教育委員会臨時会

5月20日 広島県市町教育委員連合会定期総会

5月27目 第7回教育委員会定例会

6月23日 第B回教育委員会定例会

7月 3日 広島県女性教育委員グルプ総会

7月31日 第9回教育委員会定例会

8月27日 第10回教育委員会定例会

9月29日 第11回教育委員会定例会

10月24日 広島県都市教育長会秋の総会

10月30日 第12回教育委員会定例会

11月 7日 広島県女性教育委員グJレ プ第2回研修会

11月 13日 広島県市町教育委員会連合会教育委員研修会

11月 17日 第13回教育委員会定例会

11月21日 第2回東部教育事務所管内教育長会議

12月25日 第14回教育委員会定例会

平成27年 1月22日 第2回広島県市町教育長会議

1月26日 第1回教育委員会定例会

2月24日 第2回教育委員会定例会

3月 14日 第3回教育委員会臨時会

3月24日 第4回教育委員会定例会

守
J
V



平成26年度教育委員会議議案

平成26年度において、教育委員会議で審議された議案等は以下のとおりです。
それぞれの審議概要、結果につきましては、教育委員会のホームベージに掲載し、公表していま

す。

H 

申出について

q 
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議案 41 尾道市文化財憧護霊員会委員の垂嘱について

議案 42 平成27年度L広島県尾道南高等学校で匝閉する教科用図書の保択基本方針に
ついて

報告 38 専決処分報告及び」れが承認を求める」とについて(市長が市議会へ提出する織
案f工事請負契約の締結Jに対する意見の申出について)

報告 39 専決「財処目分報告及び」れが軍包を求める」とについて(市長が市議会へ提出する鰻
案 産白取揖JIこ対する意見の申出について)

報告 40 尾道市蝕諜佳子ども教室惟進事草実施要綱10ついて

報告 41 尾道市放謀佳子どもプラン運宮委員会設置要綱について

報告 42 専決処分の報告について{憤害賠償の額を定めることについて}

報告 43 平成26年3月尾道市立中学校卒業者田進路状況10ついて

報告 44 尾道市子供田読書活動推進計画(平成26年度~平成30年度)について

6月23日 8 定例 I世車 43 尾道市牢校給童共同調理場運宮委員会委員の旺命及び垂唱について

議案 44 平成27年度尾道市立高等学校入学者選抜の基本方針Lついて

報告 45 尾道市類似幼稚園就園奨励設補助金交付要綱の 部を<:1<正する要綱について

報告 46 尾道市立学校給宣調理等車務垂託事章者選定量員会設置要綱について

報告 47 平成26年度教育聾員会補正予算要求書

7月31日 9定例 議案 45 尾道市放課佳子どもプラン運営霊員会委員の垂嘱Lついて

~ft案 46 尾道市指定文化財の指定について

議案 4J 尾道市立図書館規則の 部を改正する規則菜

謡案 48 芸予文化情報センタ 設置及び菅理量例施行規則のー却を政正する規則軍

報告 48 尾道市立図書館リサイヴル事業実施要綱」ついて

8月27日 10 定例 i置案 49 学校給富田実施方針について

議案 50 平成26年度教育垂員会補正予算要求書

議案 51 平成25年度教育L関する事務の官理及び執行白状況の点樟及び評価報告書に
ついて

議案 52 市長が定める「尾道市向島運動公函量例の 部を改正する条例案」に対する意見
の申し出について

議案 53 市長が定める「英領軒庭園設置丑ぴ菅理量例町 部を改正する条例案」に対する
意見の申し出について

議案 54 市長が定める「尾道市市民会館設置及び菅理長例案JIO対する意見の申し出につ
いて

議案 55 平成27年度尾道市立小学校及び中学校由学校選択制度の実施Lついて

議案 56 尾道市いじめ防止基本方針について

議案 57 尾道市いじめ問題対軍連結協議会規則について

議車 58 市長が定めるI尾道市いじめ防止対置量員会条例案J1こ対する意毘の申し出につ
いて

議案 59 平成27年度に尾道市立小学校及び中学校の特別支援牢級で使用する教科用函
書の保択について

議案 60 平成27年度から住用する小牢校用教科用図書の採択Lついて

報告 49 平成27年度に広島県尾道南高等学校で使用する教科用図書白保択について

9月29日 11 定例 議軍 61 英領軒庭園設置及び管理条例施行規則の 部を改正する規則軍

E型車 62 尾道市立小辛桂及び中学肢の通学区域に関する規則の 部を由正する規則東

議案 63 土堂小学校運宮協議会垂員の霊鳴について

報告 50 尾道市同調ゲフウンドーコ;1レフ場指定管理者選定幸員会設置要綱について

報告 51 自校方式を基本とし、共同銅理場方式を吉めて全中学校での給宣の早期実施を京
める請願の保択について
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10月30日 12定例 議案 64 市長が定るめ事る務「尾を道定市的地方教育行政の組縄及び運営に関する法控草27長軍1項
に規定す る規則軍JI二対する意見の申出について

議案 65 尾道市文化財保護委員会委員の垂嘱Lついて

tft車 66 尾道市立美術館協議会莞術振興小林和作基金運用委員会の筈$&び華街振興
小林和作基金運用規則草2条第1項に係る平成26年度の被表彰者について

11月17日 13 定例議案 67 市長JI二が対定すめるる意『見尾道市市民スボ ツ広場設世及び管理条例の 部を改正する条例
軍」 の申出について

議案 68 f公の施設の指定管理者の指定LついてJ1こ対する意見の申出Lついて(尾道市立
図書館及び芸予文化情報センタ ) 

議案 69 市長てがJ定lニめ対るすIる尾意道見市の報申酬出及1び抗用弁償L関する条例田 部を改正する長例案1:
つい こついて

議室 70 平成26年度教育垂員会補正予算要求書

i世軍 71 公の施設の指定管理番目指定について」に対する意見回申出について(尾道市向
島運動公園)

議軍 72 者「公原のス施ポ設ーのツ指セ定管理者の指定について』に対する宜見の申出について(尾道市長
ンタ ) 

議案 73 教育歪員会の職員の処分を行う」とLついて

12月25日 14 定例 その他 委員長及び職務代理者由選挙について

議案 74 尾道市いじめ問題対革連絡協議会聾員の垂嘱Lついて

議案 75 尾道市いじめ防止対策曇員会委員の垂嘱について

議案 76 解散した財団，去人尾道奨学財団の，胃耳人選任の申立てLついて

議案 JJ 解散した財団法人粟村奨学園の，膏算人選怪の申立てについて

報告 52 専浪処分報告及び」れが承認を求めることについて(市長が定めるf尾道市特別職
聴員給与に関する量例Eび尾道市教育委員会教育長田給与、勤務時間その他の
勤務条件に関する条例(J) 部を改正する条例案」に対する意見の申出について)

報告 53 平成27年度学校選択制度Lよる入学予定者数について

平成27年 1定例 市長が定める「地方教育行政由組織及び運宮L関する法律田 部を改正する，去律
1月26日 議案

の施行に伴う関係長例の整備等に関する条例案Jに対する意見の申し出について

護軍 2 市長が定めるf尾道市教育委員会教育長田路務L専意する義務の特例に関する
条例案JIニ対する意見の申し出について

議車 3 市長が定めるr尾道市立幼稚園設世長例由一部を改正する条例案JI:対する意見
の申し出について

4 市長が定める「尾道市立幼稚園憧育料及び預り保育憧盲料徴収条例田 部を改
議案

正する条例軍Jに対する重見の申し出について

議東 5 市長が定める『非常動の続員の報酬且び賞用弁償に関する量例の 部を改正する
条例軍Jに対する意見の申し出について

5草案 6 市長が定める「尾道市立学校施設等使用条例の一部を改正する条例案JI:封する
意見田申し出について

7 市長が定める「尾道市向島直動公園条例由一部を法正する最例案JI:対する意見
議案

の申し出について

議案 8 市長が定める「尾道市学校給童共同調理場霞世条例の 部を改正する条例軍JI:
対する意見の申出について

議案 9 平成26年度教育霊員会補正予算要求書

議案 10 尾道市指定文化財の指定Lついて

11 尾道市立車問館協議会員術振興小林和作基金運用書員会の答申及び華街振興議案
小林和作基金運用規則揖2条第3項に係る平成26年度の被韮転者について

E甚軍 12 尾道市就学指導委員会規則のー却を改正する規則案

議案 13 尾道市いじめ防止対荒垂員会聾員の解明及び垂嘱1:ついて

平成26年度枝問立志式(中牢校ト校同1/2成人式(小学怯)開催日程一買につ報告
いて
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2月24日 2 定例 E陸軍 14 尾道市立図書館規則の 部を政正する規則案

誠実 15 芸予文化情報センタ 設置且び官理条例施行規則の 部を改正する規則案

報告 z 専決処分報告及び』れが承認を求める」とLついて(市長が定める「尾道市部設世
条例の一部を己主正する条例案」に対する意毘の申出について)

報告 3 尾道市適応指導教童相談員世世要綱の 部改正について

報告 4 平成27年度教育垂員会当初予算要求書

3月14日 3 臨時1世宗 16 県費負担教聴員{菅理職)の進過について内申する」と
3月24日 4 定例措軍 17 尾道市教育委員会事務局組織並びに処務規則寄の 部を改正する等の規則車

i量軍 18 尾道市教育垂員会事務決裁規程田 部を改正する訓令案
19 地方教育行政由組織及び運営に関する，去律の一部を改正する法律の施行L伴う

議軍 関係規則の蓋備等に関する規制軍

i置軍 20 尾道市教育委員会教育長田勤務時間その他勤務長件L関する規則案

議案
21 尾道市立幼稚園保育料及び預り保育保育料の減免に関する規則を廃止する規則
議

議案 22 尾道市学校給宣共同問理塙段也条例施行規則の 部を改正する規則案

23 尾道市公立学校の校長及び幼稚園田園長に対する事務委任に関する規程由一部E置車
を改正する訓令軍

議案 24 尾道市立幼稚園園則の 部を改正する規則案

議案 25 尾道市立学校施設等僅用条例施行規則の 部を改正する規則実

議案
26 選挙運動のためにする個人演説会等開催のために必要な設備の程度等に関する
規則の一部を改正する規則案

議案
27 尾道市立小学校.中学校及び幼稚園田管理並びに学校教育法の実施に関する規
則の一部を改正する規則案

1種索 28 尾道市嘱託公民館長田垂嘱について

議案 29 尾道市向島運動公園条例施行規則の 部を改正する規則軍

i書案 30 尾道市スポツ推進霊員の垂嘱について

11案 31 尾道市立葺術館協議会垂員の霊嘱について

~ft軍 32 尾道市教育委員会特定事章主竹動計画改定案1:ついて

i軍軍 33 向車小学校学校運営協議会垂員の霊嘱について
議案 34 教育垂員会事務局の管理職職員の任免を行う」とについて

5 尾道市学校教育用情報機器選定犠討垂員会設置要綱田 部を改正する要綱1:つ報告
いて
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教育委員会委員名簿

(平成 27年 7月 l日現在)

職名 氏 名 Hと j罰

委員長 IlJ ~t 篤 平成25年 i月 l日~平成28年 12月31日

委員長職務代理者 吉lヲム 子 平成25年 6月29日~平成29 '1' 6月28日

委 員 中f jl 圭 平成26年 3月24日~平成30年 3月23日

委 員 中 間 τLヨE3F 美 平成27年 7月 i日~平成31年 6)'130日

教育長 {主 日事 昌 リl、 平成25年 4月 1日~平成29年 3月31日
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V 施策 ・事業の点検及び評価

施策・事業の体系 (49項目)

政策の柱 1 夢と志を抱きグローバル社会を生き銭〈子どもの育成
(尾道教育みらいプラン)

基志方針 盟点目標 桔策ー事業名

r!査かな学力Jの向上 品世的 基本的な知I~ 措能白官得

1-1-1 
『つけたい力Jの明確化
による学力向上

学習意欲の向上や学習習慣の確立

1-1-2 
コミユーケーション能力

国際理解教育の充実
の育成

情報教育の充実

1-1-3 情報，舌用能力の脅威

思考力 判断力表現力等の育成

1-1-4 幼保小中の滑らかな後続 幼児教育の充実

1-1-5 特別支田教育の充実 符別主揖教育の充実

1-2-2 
国や掴土学校家庭を

公共心 直径性の酒餐
愛する心の育成

「豊かな心Jの宵成 1-2-3 志を抱き社会貢献を大切 キャ リア教育の充実
にする態度の育成

1-2-5 生徒術湾の充実 生徒指羽の充実

「健やかな体Jの育成 1-3-1 体力っくりの権退 体力つ〈りの充実

1-3-3 食育世康教育の?を進 食宵健康教有の究実

是正指導を徹底する取組

1-4-1 オンリーワンーナンバーワ 活力 魅力ある学後づくりの推進ンの特色ある学校づくり

符色ある教育ンステムの充実

人材育成と人財活用の彼

1-4-3 進 教臨員の古賀指ilI力の向上信絹される学校づ〈り (マネジメント果 ・エキ
スパー ト某]

尾道南高等学校の教育活動を充実す

地滋とともにある学後づ る取組1-4-4 
〈りの推進

拠絞種間理機の後退

1-4-5 
子どもたちにとって魅力

小中学綬適正記置を後進する取組
ある教宵環唆づ〈り
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担当醒 頁

教育術導裡 12 

教育指海理 13 

教育指導操 14 

教育抱ilI課 15 

教宵指湯罫 16 

教育指ilI醒 17 

教育指導躍 18 

教育箔湾臨 19 

教育翁ilI醒 20 

教育指導臨 21 

教育指導醒 22 

教育衡是写醒 2J 

学校経営企画際 24 

教育指導醒 25 

教育指蕩醒 26 

教育錨導理 27 

学校経営企画操
28 教育情導課

教育指導醒 29 

学校経営企画保 30 



政策の柱 2 学校・家庭・地域の協働による教育環境づくり

基本方針 重点目棟 施策車業名 担当眠 " 
2-1-1 家庭の教育力の向上 家庭教育支揖'"諜の後退 生涯学習臨 3¥ 

家庭地域の ボランティア活動の推進 生珪学官操 32 
教育力の向上と活用 地犠の教育力の待1よと，舌

2-1-2 
用

放臨後子ども教室推進事集 金程学習醒 33 

2-2-1 
次代を担う青少年の世全

次代を担う青少年の世全育成 生涯学習醒 34 

地域との協働による
育成

青少年の世全育成
社会に貢献する勤労青少

2-2-2 
年の健全育成

勤労青少年の健全育成車禁 主主珪学官隈 35 

安全安心で置の高い学校施設聾備 庶務謀

安全 安心で買の高い学 事費医
因島斑謀戸園地域 36 

2-3-1 教育

安全安心で買の高
校施設整備

い学校施世聖備 E定こども固の世置 庶務躍 37 

2-3-2 
安全・安心で置の高い学

ドライシステムによる給食毘陸整備 庶務理 38 校給食筒世整備

政策の柱 3 集い・学び・生かす生涯学習の推進

基本方針 重点目標 施策穆業名 担当醒 頁

3-1・・1多彩な学習機会の提供 市民への学習償金田提供 生産学習課 39 
多彩で活力あふれる
生涯学習の充実 市民が集う生珪学習拠点3斗1-2

の確立
公民館の充実 生珪学官限 4G 

'"韮学習限
生涯スポ ツの権進 因島瀬戸田地埠 41 

教育課

3-2-1 
ライフステージに応じた

スポーツを楽しみ体 スポ Y活動の後退 妓篠スポーツの向上 生涯学習臨 42 

力と健康を治逝する
iltJ(づくり スポーツを通じた交流の院進 生涯学官牒 43 

スポ ツ絶世の充実と活 主主涯学習銀
3-2-2 
用

スポツ飽世の聾備 因数島百首瀬謀戸図地機 44 
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政策の柱 4 芸術・文化の継承と創造

基本方針 重点目得 施議事業名 担当臨 ロ

芸術文化行布の開催と活動支揖 文化振興陣 45 

国nのまちづくり活動の主蝿 文化復興醒 46 

1受書活動 胴査研究活動への主揖 生涯学習眠 47 

4-1-¥ 心盟かな感性を育む 絵のまち尾道四季展事祭ー高校生絵
美術師 4B 

芸術文化活動の推進 のまち尾道四季展事業の実施

心盟かな悪性を育む
芸術・文化活動の推

尾道市美術展事業由実絡 美術館 49 
進

アウトリーチ活動の推進 文化握拠醒 50 

出前I史書活動 生涯学習醒 51 

置要文化財保存事業 文化復興銀 52 
4喧 1・2E寄りある芸術 文化の継
承と活用

!J!術品等の収集及び調査研究の実施 美術館 53 

魁力ある文化施睦の充実 文化復興醒 54 

市民に親しまれるホールの充実 文化録興醒 55 

4-2-1 魅づ力ある芸術 文化施置
くり 国@資料の盟備充実 生涯学習醒 56 

個性を生かした芸術
文化施位の充実と連 魅力ある展覧会の開催等 美術師 57 
Il¥ 

悩(動による教育昔及率然の実施 美術館 58 

個性を生かした芸術文
図111館の稲E連行権 生珪学官陣 59 

4-2-2 
化施E笠の連機

実術間の相互理白鳥の充実 美術館 60 
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舎利面点検シート 施策・事業名 基般的 ・蕊本的な知識 ・技能の習得

教育位ミ什刊'!illiJ梱i(怯!抑制!臨ページ 6 |所管叫~ I教育指導課
政策の住 1 主:干と志を抱きグローパノレ社会を生き抜く子どもの育成

基本方針 1 「確かな学:tJJの向上

重点目傑 1 「つけたい力Jの明砿化による学力向上

目 的 授業力の向上 学力側査による~m討出促と改若宮l-ïi!iiの IIJ'Hì!l:{ヒ

内
午'JJ向上対策事業
.:..;t)tri品l'I'における児窓生徒の叫!姐分折を踏まえた授業改制こよる年三JJ町向l二を匝lる.

廿~ 
2 午力定-;f;の実態を~~B!fする'1喋

児î'iî生徒の占日 曜宇力のí.ÎD{í-状況を君主制I~J~こ肥山し、 結封切J分析を踏まえたil 川町内な指}与を行う。
午力向上央協事業

( 1 )ヰカrUJ上対策IfIAt似睦告側瑚催 。l三'1回実施)

学力向上に向けたIllI.Illlこ係る協議を行うことにより.取組の方!古触をJlイjできた
(2 )学力向上研修会叫綴(年2回;IJ，施)

先行研究モデノレ校を会場に学力向Lに向けた研修会を~，施L、授業改誕のポイン トとしての「学

取
びのすべjについてσ片足案ができ、教11の定的理由Fが図られた。
(3) rつけたしすJJをl町冊Hこし、「ついた}JJを昨主にみとる授業づくり

組
ねらいを明践にした授業と詳細川出こよるみとりを全校で実施し、 tuJ住金におけるtl!J白川容の

状 ，f.(Ü.~~，(ヒと JH附松川日告を明確に寸ることができむ
I冗 2 ~(.:tJ定~'}の3訂車を制在する:tl~駐

と 小学校'1年で国Jft、n:数、思3科0)3教科を、5年で1.1会のl教科を実施し、国，師、p:数が全国平

成 品Jを上.@Iった。

果 (全国平均との正問118+1251数+0.8 tI会 3.8叫判 7)

中ザ技1'P-て官出J4.数学、型科の3教科を、2'1'でH会の l 教科を実施し、数字~J\科が剣N平
均をJ:lillった。

(全国平均との差 II4Jli-2.8 数学+3.0 tI会 4.2 ~H車中+3. ，1) 

lお矧11~ 25 {j:.，度ユht 26'1二度刻11 27年度目附 28 '1'1瓦m際
r !'~1ì草 ・ 誌拘定着状

小学校+2.5 'J，'!f:f1-1. 3 ，1，+技+4.01兄淵笠通過平の1';t
rJ l~;，主位+2.2 qrさ問責IO ζタ q:r竿二世+3.0

平均と本市の差

ちら川iLl:矧 f.m:来
制l 学力が定Jrtしにくし、児並立1:徒へのJHHFを徹底するため、Iねらいを明日?に示し みとりを冊i実に

行う佼業づくり j が日枯n(Jに行われるような取組の充実が必~である。

題 2 '!jtj】定'~"'f(/)実態を品ß'Eする事業

改41t計画Tを組告制甘 11品凶~Jrこ進めるたY)C7)J!:付制なJ甘4が必，~である。
q:力向 七対策本業

喜
-即日主会咋で日升:;1ヒをl掛るためのJ&HUこついて協議する場を設立するとともに、校長会との辿
84や指噂主'1印Y子校l出rmにおいて状t兄杷仇lや好τIt例耐占有-wHJ与をfi"うことで、日々 の授業に

の おける品GJit.丈みとりとお4への1日J晶化を図る。
方 家丘f.;::'W.'の内科の充実と繰りiELAitFJによる指叫を徹底するとともに、 ?h調査における通
向

J曲率30%:未満に対するl血説iにおいて成果を上げた'"例を他校に普及する。性
2 戸力Æ"，{(の実態を;YM:ff.-;J-る Jjr~監

。 手，fL右前j、 粧品約な授業改i~につなげるための分貯の視点や.改苗;;n州 11 彼のポイントについ
てのおぇ与を行九
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評価点検ユノート 施策・IlEZ佐名 学習ff，w-の向上号吋立習習慣の確立

教n総合推~，1I両町長期1m 在へージ 6 |所管諜|教育制課

政策の柱 1 ;;~~と志を抱きグローパノレ社会を生き抜く子ともの行成

基本方針 1 「確かな学力j の向上

Ifj点目標 1 「つけたい力jの明硝化による学力向上

自 的 学習習慣の定，Y{

1 ~珪学習を充実するl阪日

内 干習復習等のお韮学習の習慣を確立させるとともに、必捜部J基本的な知治・技1ltの定殺を
図るため、家I正とilf44した1&組を実施する。
2 「広XM;t科学l'tJへの出品を奨励する1作業

容 科学(t'-]，1思考力表現力の育成及び自ら学ぶ古IjO¥ヰ柏市J好舟心、傑先:/(.，0)向上を図るために「子
ども科学展jを尖地する。科学<Jf究の手引きを作刷一る。
3 各随検定配受検を奨励する取組
目的をもった学v'の楽しさを体験させ.学ぼうとする:[1:1叫;を高める。

家庭午習を充R;するi脳II
各当財宝における取組をベーノミーにまとめ、教頭、教務主任、研究主任を対政とした却問主で、

それぞれを交流することにより、 mll例をJ¥4'i化寸るとともに、校内におけるiili悦体制の強化

取
を図った。

2 「広島y;~科学1'I:J への出品を奨即Irj-る事業
主丑 科会i"Il~.翌考力、自ら学ぶf.i:t品、や知的好奇心、探究心を向的、学んだこと、調べたことなどを
状 論習WJ!こ考え表現するカを育成寸るとし、う、「子ども科ギ尽jの地旨についての理解が深まり、

況 県の特i置に2名、 工l叶与込に i名が入11Iした。応当耳4i主主も地1引l傾向である。小中学校それそ'i1kf

と
学研究の手引きを作成した。

)iJ1 
3 各陥甘寅定の受検を奨属1r4る取締
児窓生徒が目的意限をもって取組めるよう英検受検を契励した。

果 中学校全員を士博之とした英語能力判定テストを新たに実庖し、英検受験者のl1t大を図ったe
成耳社首標 25年度尖Jhy 26年度実紋 27年度目探 28年度目線
r !.胤 J，~1o: J j節制岬4

小学校 40.8覧 小学校 43.4弛 小学校 20.0世rd小 5 . 中 21 開制加 r'~~!

勺出学習時W11時間未満1の 中学校 43.i覧 中学校 45.2% 中学校 20.0首
児m.生民的ρ倍
1 *草学習を充尖するl脳且

研修会や家庭と4制 して取引Eんでb、るが、穿庭学習がlìlil~ . 'i'1的lこ不足してし、る。

説!
2 rrt，c:JY;件}寺会rtJへのl品目を奨励するゆ雛
科学研究のレベルアジプのための教職員の町f(@;の充実を図ることが必~:である。
3 各位検定の受検を奨jjjijする取組

題 英砂受験への効果はあったが、他的検:tE受験への焚励が+づ?でなく、受険者の杷促も成果に
係る捌主Eも実砲していなし、

調えE学習を充止する取組

改 研修会等で取組の具体について刻正学習に係る眠tl遣する街を設定するとともに、校長会と辿

善 携しながら効巣ある取組σ'xW報提供を行九また、各校における家庭学習の状況を氾握し、院
実にやり切っていくよう指与す一る。σ》
2 「広正13県科学rtJへの出品を奨励する1作業

方 作成した科学研究の平引きの具体的な活用方法にIE4Tをおいた指導により科学研究にかか
向 る指羽力出向上lこつなげる。

性 3 卦f，fH世定の受験を奨即ける1&.，:且
英胎能力判定テストの結果を生かし、英検受検への日間的な1~1lを進めるとともに、 他的検
定都験Q)受験への君主kにつな'7る。
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評価点検シート 施策・'1:::業名 国際理解教TTの充実

|所管税 1教育指制!

. 
教育ぜ介J晶也;}r回(佳則11jg，院へ ン 8 

政策の拍 1 夢と志を抱きグローパノレ干上会を生き抜く干どもの育成

基本方針 1 「般かな学力Iの向上

重点目標 つ コミューウーンヨン能力の育成

目 白百 外国;m教育の充実、国際瑚司教育の充実

内
1 外国語教育を充実する事業
コミュニケーション能力の育成を図る。

容'
2 国際交流活動を打叫主する事業
多様な形態での国際交流活動を持必jする。

1 外国語教育を充実する事業

( 1 )中学生全員制撤とした342hi握力判定テストを実地したe
( 2)外国訪指導助手(ALT)を全校ヘヨH面的に派itfした。

i血 (3)中学校英語教員を対象とした英語力 英語指導力向上研修会を実施した。

t晶 2 国際交流活動を打i必する'1'業

状 (1)外国語指導~JjlJ手 (ALT)を活用 した典文化理1解 回 国際交流'1工業(イ ンターナショナ

i兄 ノレ1クーノレ)を実施した。

と
( 2)市内3校が、台湾やオーストラリ 70)<半校と主にインターネジトのテレビt缶百;

成
機能を活用した交流を行った。また、げ砂干の学校との交流を引回している学校が

t由加した。
果

成果指標 25年度実績 26年度夫副n 27年度目標 28年度目標
中学段3年生卒業時
におし、て刻由3級官

40，9% 46，3% cつ 50% 
度の持活力のある生

徒のj!j!J合

1 外国語教育を充実する事業

線 -中学校生徒の英語による言語活動の時間の割合や英語担当教員の英語の使用状況の

向上を図る必要がある。また、小学佼において、 教負の外国詰活動の指導力の向上

lI!i を図る必裂がある。
つ 国際交流活動を椛堆する311紫

インターナンヨサノレスクールにおいて、生徒のコミュニウーション活動をより131427t
する~裂がある。

--~l\文化互I!!W --国際交流活似jの充実促巡のため台湾との交流を斡旋する必要がある。
1 外国語教育を充実する事業

改 -英語能力判定テストの市内σ:結果を踏まえテストを活用したT:i-'I砂!を紹介し、各校
話 のJlj(組を充実さ切せる。

(J) -中学校英語教員指導力アップ研修の内容を充実させ、英語で授業を進める意識を高

ブf める。また、小学校外国持活動担当教員を主I象とした指導力向上を図るための研修

同l 会を実地する。

性
2 国際交流活動を打rilliするま作業
-インターづゾヨづノレスクーノレにおいて、外国語指持助手(ALT)と十分にiilJmを図り、

生徒が主体的に活動に参加]できるようなコミュニケーション活動の場を工夫寸る。

- 国際交流事業の一段として、 台湾~?i義市の小中学校と尾道市の小中学校のインター
ヰットのテレビ泣話機能を使つての交流を拡大する。
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Wy-'印日点検シー ト 施策-ziEZ品名 情報教育の充実

教育総合tlWLH剖(後)91)m主ページ 9 |所管課|教育桝忠良

政策の柱 1 4Uと志を抱きグローノリレ干上会を生き抜く子どもの育成

基本方針 1 「確かな学力jの向上

重点目標 3 情報活用能力の育成

目 自ヲ 情報教育の充実

1 枯明教育M君主の112MB
I CIを効果的に活用できる環境の充実を図るため、十占顎教育機器の整備をする。

内
(l) 校務用のPCを職員数比100%艶備を絡I十Jる。
(2) タブレット PCの羽入を進める。

者{ 2 ICTを活用した授業jJ:;施と教只の指噂力のrti]上を図る11喋
初細川 Cl活用能力の向上を図るため、研修会を実制一る。
3 情報モラノレ教育の充実
児託生徒がネット被害にあわなし、ょう、却H主を実施する。
1 ↑古報教育環境の整備
校務用PCO.珂前員数比100%整備をtlt-i<iしむ
2 ICTを活用した綬業尖施と教日の指尋力叫向上を図る事業
ICTを効!r.-e'jlこ活用した指導方挫の王手記文曲について学び、授業改善ができる実践力を身

J& 
に付けるために、 I Cl 活用指導力向上申F修会を1回尖庖した。
3 情軒iモラノM教育の充実

t且
尾道市中学校教許可移E会情報教育部会において、情調lモラノレ司H主を実施した。

状
成男討首襟 25年良実績 26年度完封I 2i年度目標 28年良目標

i兄
文剖時ヰ学'行制査の設川

と
成
『学習に対する児武

果
(生徒)の興味 ・1削心
をJ11めるために、コJ

63.4% 印 O叫 じっ 。ヒ.，~ー タ-，\，:)lM示装位な

どを活用して資料など

を効Ijjl:tI~J'こtt元ミ寸る。 J
の181定州日11空出合
情報教72環境の整備
情報教育機器:の整備(特にタブレッ卜PC)が不|づ?である。

諜 2 ICTを活用した授業実胞と教員の指唱力のl向上を図る事業

題
児寵生徒のパyコンやス-v，]明 I止し、方lこっして5草地があり トラプノ同事力t発生してしも。
電子地板が判断凶引こ活用されていない。

授業での I CI の活用状況がト?ではなし L また、 x1J~財甘な活用についても?Jf'Jffiがある。

情報教育段境の整備

タブレットPCを41台if:;t.入する。
ICTを効果的に活用できるfh判広2抗、ネットワークtzt境の充実を図る。

2 ICTを活用した授業支胞と教員の指導力の向上を図る司喋
改 広b，!JY;~/1、学校視聴、昆教育研究大会、 ICTfïfrffl指噂力向上司HC5会を実施する。 県大会に向け
普 た開庄の充実、ICTを却IJ!R約に活用した授来研究を実胞寸ることにより、具{附な商用2lE例
。コ を共有するとともに、 主~~円こ I Cl機器を使った内容を取り入れ、具体の活川のイメーγをも
方 たせる。

同l 各小中学校において、 IClを活用した授業研究を2回以上災地するとともに、普段の授業
性 でも泣弓熊板がi<EJIiできる民庇づくりを1¥'11亜I[I"Jに行う。
3 情報モラノレ教育の充実
子どもの波宮防止、情相itロ翌を徹底し、情報モラル教育の充実を図る。
4 情報教ずf推進を図る指定校による Eヲ7レ授業の実施
タプレγトPC、電子貼似を活用した授業を公吊する。
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評'1illi点検シー ト 施策"1¥業名 JEJ考力・相胸}力・表現力等の育成

教育総合~;jjt計画(陸間Il I出世ページ 9 I所管課 |教育指導課
政策の柱 1 3bと志を抱きグローノ、ノレfj会を生き抜く Fどもの育成

基本方針 1 「確かな学力Jの向上

重点目標 3 情報活用能力の育成

目 白ワ 図書館等の効果的な活用

図:1?館を活用した読む活動を割邑韮するZlb業

内 本への興味関心をもち、自主的な読書活動を行う子どもの育成を図るため、学校図

i!i=.館等を活用した施策を失施する。

容

1 図ZIMylを活用した討し在活動を推進する事業

-学校図書館司書3名を配世し、各学校の読者活動を支緩Lt:ニペ0
-学校図書館政書の充足率が向上した。

取
(充足率 100%を超えた学校の割合)

五且
小字二校 1126 83% → 1127 85% 
中年」交 H26 69% → 1127 69% 

状 - 図書館教育担当者も刊~.会を尖施した。
況 ?&信感想文コンクーノレへの出品を奨励した。
と . r子ども司干む養成研修会を尖施した。

成 成県指標 25年度実却l 26年度%もli 27年度目掠 28年度目標
果 「基成・ 基本」定者

状況制笠(小5・中2)

児童生徒質問紙の 小学校91.0% 小学校91.1% 。 じっ
r1か月に1冊以上 中学校80.3% 中竿二校関 1%

本を読むJ児童 ・生

徒の割合

l 図書館を活用した説治活動を打倒主する事業

課 授業における学校図書館の活用が卜分でない。

題

I 図:[Hfgを活用した読む活動を打む草する事業
改 読書活動を過して、情報活用能力及び思考力 ・判断力 ・表現力等を育成するため、

普 図書館教育の充実を図る。

の -平成27年度広島県図性館教育大会が尾道市で1m催されることを機に、小中学校にお

方
ける図書館の情報官ンタ としての活用方法を降立し、市内に発信する。

向
-竿校図書館官l告を4名配置し、品t境整備のさらなる充実を図る。
~先立~~想文コンクーノレへの出品を奨励する。

性 -図書館担当者側彦会、 「子ども司書J養成研修会を実地するロ
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許イIlIi点検シート 施策・事業名 幼児教育の充実

教rn主〉青島m;l十~Iij (佳1刷)州在ページ 1 1 I所管銀 |教育指制l
政策の柱 1 )J!.':と宏、を抱きグローハノレ社会を生き抜く子と'もの育成

基本方針 1 「確かな学tJJの向上
重点目標 4 ff1J保小中の滑らかな接続
目 的 幼児教育の充実

l 尾道つくしプフンの実胞

内 学校教育への円滑な接続と就学Hiiの学びをふまえた指導の充実を図る。
2 基本的生活習tl'tの定着剖縫する取組

容
~.庭とのill!:Jj~;を行い、 2JS本的生活習慣を身につ付るJ/Jèt且を祁越する。
3 教育内容の充実
豊かな心と健やかな体を育むための、生活や遊びの充実を図る。

1 尾道つくしプフンの実施
尾道つくしプランの趣旨の共有化を図るため、 #J保小合|百聞j刊jE会やf;1Jt呆連絡協議会
等を実施した。

2 基本的生活剖tの定点を打挫する取組

取
「早寝 ・早起き 朝ご飯Jrしつけ3原則(挨拶、返事、履き物そろえ)Jのl断且を
全幼稚闘 ・保育所等で工夫し、失施した。

組 3 教育内容の充実

状 生活や'ifrLJ'の中で、人やものと主嗣ヲに関わることができる教育課程の見直しを行

1兄 うとともに教育内容の実践をした。

と

成
成果指標 25年度実績 26年度実績 27年度目標 28年度目標

94.8% 95.5% 98.8% 
果 尾道市食育に関す る
l住組状況認の 「朝食

(1歳半) (1歳半) (J歳半)

を毎日食べるJ幼児
94.3% 94.8% 
。

98.6% 
( 1歳半・3闘の事'1合

(3歳) (3践) (3歳)
l 尾道つくしプランの実施

2里 学校教育へ円滑に接苦んするため、車t学前教育をより一層充実させる必要がある。
2 基本的生活習慣の定おを推進す る取組

題
基本的生活習慣の定着に向けて、家庭とiili携を深めていく必要がある。
3 教育内容の充実
体験、活動を81lE、工夫する必要性がある。

1 尾迅つくしプランの実胞

改 教育指導アドバイザーによる訪問を継続し、幼稚園への紡問指導、職員合同研修会

普
の実施や公開研究会の開催等を通じて、教諭・保育土等の資質・指導力の向上を図る。

。コ 2 しつけ3原則1(挨拶、返事、履き物そろえ)の実胞や早寝・ 早起き ・朝ご飯の取組
を組:統するロ {~説者懇談会でしつけ 3原目1 1について呼びかけたり 、 おたより寺?の発行

方 を通して家庭とのiili1j(}を深めるように指導する。
向 3 アプローチカリキュラムを作成 ・実践していく中で、教育内容の充実を図る。
性
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棚 i点検シー ト 施策・事業名 特別支援教育の充実

教打総合推進J十世田{佳j明)I~.I世ベージ 12 I 所管課 |教育指導以
政策の柱 l 主:rと志を抱きグロ ハノレ礼会を生き妓く子とーもの育成
基本方針 1 「附:かな学力Jの向 t

盛点目標 5 特別支緩教育の充実

目 的 特別支援教育の充尖

1 特別支俊教育を充実する事業

内 (1)教育的ニーズを的確に把置し、適切な指導助言及び関係機関との辿燐等を図るた

め研修会を実施する。

全~ ( 2)幼児児窓生徒の自立と祉会参加に向けた支援を充実させるため、各機関とのiili担Z
を強計ヒしたl臨終lを実施する。

l 特別支媛教育を充実する事業

(1) 学校における特別支緩教育の充実を目的に、特別支援教育担当者研修会や特別支

援教育支m員研修、特別支緩教育コーテ'ィネーター研修会を、各 l回ずつ合計3回
取 実施した。

組 (2)幼児、児革、生徒の適切か札学を目的に、就宇ヰ昔尋委員会を3回開催した。ま

状 た、特別支援さit校教育相談主fl-¥"心配:ttFによる教育支援問JfL円相i淡を 3日回実施し
i兄 た。

と 成果指標 25年度実iTi 26年度実認{ 2i年度目標 28年度目標
成

呆
E刑~受講者の肯定的

日日% 90% 90% 日目%
評価

1 特別支緩教育を充実する事業

(1)児童生徒の実態に応じた教育1t!1!程の編主 ・適切な教科むlill定を行う必要がある。
銀 特別支援教育支緩民の資質向上が必要である。

(2) 専門家の意見を生かした実態把偲、保秘者理解の取組を行う必要がある。

組 また、就午J旨導に時1'1:]がかかったり、入学前まで入級についての保説者理解が得
られないことによるトラブノレ等が発生している。

1 特別支援教育を充実する事業

改 (1)特別支凌教育担当者研修会や特}JIJ支m教育コーテずイネーター研修会等において、
普 児童生徒の実態に応じた教育:iUI~程の品鞠世 ・ 適切な毒事科者選定について司ffl.lOを行うと
。〉 ともに、教頭や教務主任に対しても問織の内容の町ff~を実施 し、校内で共通認識を
方 持たせる。引き続き、特別支倭教育支m只研修会を実施する。
向 (2)訪問H咽談における専門家の意見を保護者理由平や日常の支援に生かすよう、校内委
性 員会得の充実を図る。

(3)早めの就年4旨導を行うとともに、就学前の児童に対する柵談については、{也諒!と
i立場もし、家庭への取組の体市lづくりを図る。
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言~iイ而点検シー ト 施策 . ~作業名 公共心・道徳性の浦義

教n柑合再ti[，!回I(怯JUI)出1肱へージ ;-:JT所管制OJ教育指導課
政策の柱 1 主~;:と志を抱きグローパノレ社会を生き抜く子どもの育成

基本方針 ワ 「豊かな心j の育成

重点目標 2 国や郷土 ・学校・家庭を愛するIL'叩育成

目 的 公共心 ・道徳性の函袋

内
1 「おのみち H:、のフeA!ウィークJの実施
児童生徒の道徳性の育成をめ苫し、学校 家庭・地域が 体となった活動を展開する。

容
2 心の教育の充実を図る日常的な取締

子ども遠の蛍かな人間性を育むため、あいさつ運動、美化運動等を実施する。

1 「おのみち 『心のフE主，UJウィ クjの実施
全校による道徳、の時間の地域公|羽と、学校 ・家庭 .Jt!lJ昔、が協働してItl民主貢献活動を

実施させた。地域公開授業や地域安1.iJ活動を充実させるため、事前に各学校で道徳、の

指導案の検討や校内lVH!il:を実施させた。
取 道徳参観日では、保税者参画型の授業により親子で絡に考えることができ、参加

中且 者から、年投の取締lこ対する多くのWHキの言M's.l¥':>好評を得ることができた。
;jj~ 2 社会蹴酬を地ffiする醐 | 
況 ボランティア団体、NPO団体苛と連概した各校独自の社会貢献プランを作成し実

と 施した。また、地域の祭りのボランティアや防防省交流など、地J或の状況に応じて取
成 組をす寸めた。

果 11血~止tQ臥~m;副jを通 して、 児誕生徒、保説者が一体となって自分たちの川をされし、に

していこうとする心情が育った。

成果指紋 25年度ZL品目 26年度実絞 27年度目標 28年度目標
I且由・j占本』定。状i児m
査(小5・ql2)間m祇の ノト宇崎 86.0叫 小学校86.0弘 cタ じタf自分の住んでいる地時的

中学校77.1百 r.1:1さず技78.9世ことが好き」である児ill・
止従の息陪

1 「おのみち『心のフE気』ウィークJの実施
at! 道徳の時nnの授業が、教師の教え込みペヰと'も同土の話し合いに終わるなど、道徳
の時nnoヲ目標が達成できてし、なし、実態がある。

組 2 社会貢献情動を刊MEするi榔且
社会貢庖活動へのi早秘者の参加害l合をさらに高めていく ことが求められている。
1 「おのみち『心のフE気』ウィークJの実施

改 国の研究指定を受けた美木中料交を中心lこ道徳の11寺IIJ-Jの抜本的な授業改善に取り組
普 む。特に、地域を題材にした魅力的な道徳の授業を展開していくための指尋をする。

の また、子ども遣の世かな人!日|刊を育むため、心の教肯の充実を図るための日常的な取

方 組を行う。(あし、さつ運動の筑励美1tilll!fvJの潟劫 ・11:いっぱし、illlm山の鈎助・飼育、栽
向 培活動の奨励 ・児童生徒の作品あふれる校内拘示反奨励)

性 2 社会貢献活動をJiU阿るi阪且
学校 ・家庭 ・地核が協働して行う社会貢献fL刊VJの実胞に向けて、保護者及び地点定住
民の参加を促すi財11を進める。(学校使り、 尼必市HPでのJ品す在宅守)
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言利回点検シー ト 施策・事業名 キャリア教育の充実

教育a合打倒MHjhj 佳j凹)j¥)岐へージ 151所管限 |教育制部!
政策の柱 1 41と7Eを抱吉グ口ーノVレ干土会を生き抜く子どもの育成

基本方針 2 「些かな心」の育成

重点目標 3 志を抱き相会貢献を大切に寸る態度の育成

目 的 キャリア教育の充実

1 校内立志式・校内 1/2成人式の開催

内
志をPJIく持ち、これからの人生を遣しく生き抜こうとする自党・怠欲の向上を図る。

(1)地般公開型校内立志式を全中学校で開催する。

廿台」
(2)校内1/2成人式を全ノトギ校で|淵併する。

2 職場見学 ・職4LH4EJ放の実}M
適切な職業観、勤労観の育成を図る。

校内立志式・校内1/2成人式のIJlH世

-全中学校で校内立志式、全小学校で校内1/2成人式を実施した。

-志宣言やJ干当初夢の発表を通して児童生徒が自分を見つめ直寸機会となった。
-地山由の方を来質として矧J!l)}し、 Jii綜11な式を行った。

取 地域のゲストティーザャーを招科するなと¥竿投，13t自の内容を取り入れた式を実
組 施した。

状 2 臓場見学 ・1品l晶体験の実施
況 -全中学校2年生が職場似敦を実施した。

と -職場同教迎絡協議会を実施し、zit前指導の充実が図られた。
成 成果指標 25年度実績 26年度51brtl 27年度目標 28年度目標

果 fU，'ii主総本J 定.~(

状況調査(小 5
小学校自9.9% 小学校89.1% 小生74主90.0% 小学校90.0%

中2)質問紙の「事1
中学校76.0% 中学校78.3% 中学校80.0% 中学校80.0%

や目標があるJ児
重 ・生徒の自l合
l 校内立志式 ・校内1/2成人式の開催
校内立志式、校内1/2成人式を実地する目的を明確にし、式を過して児童生徒にと

ヨ問1:1 んな力をつけるのか、どんな姿を目指すのかを踏まえた取組になっていないところが

ある。

題 2 絞場見学 ・職場体験の35応

生徒自らテーマをもって械場体験学習を行ったり、生徒自らZjE鶏所と関わりをもっ
たり寸るllj(組が必要である。職場削除を実施するZlpZ住所を増『吋ー工夫が必要である。
1 校内立tF式 ・校内1/2成人式の開催

改 平成26年度中学校校内立志式のIlicia資料を基に、児註生徒につけたい力を明確にし

善
た計図を立案する。総合的な学習の時1H吹巧t，y)]111舌江申告!?との関連を図り、長期的なllj(組

の を通して、目指寸一児童生徒の姿に向けた指導を行う。

方
2 ~i\t拐見学 ・ 職場企科教の実施

地域の事業所との連携を図り 、 職場f~ム邸、受け入れJ-!J:m所の開拓と受け入れの組:続を
向
推進寸一る。

性 生徒がさT~業所ハ..;:I (前訪問をしたり 、生徒自 bテーマを持って職場i械学習に臨んだ
りするなど、 生徒自らの取組となるようにtiLii主する。
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日刊lIi点検シート 施策ー事業名 生徒桁訴の充実

教育組合打h!釘|判jju主JUDj日松へ ジ 19 1 所管ilml教育指導i1l11

政策の柱 事'と志を抱きグローノ匂レ社会を生き抜く子どもの育成

基本方針 2 「豊かな心」の育成

ILtz目標 5 生徒指導の充実

目 的 生徒指噂の充実

l 限百円耐'Y'fJ政町、を充J与するτl坊主
き期限哨司ì:~託話鱒U万mをめざし、総ili'1な生謝旨J向1~ をE恒1:-1 る。

ドサ
2 司登校'~)井応を責決する'1燃

不丑校の)~メ抑止及L阿古封虫児童生徒への'11話i拍ヤ包指1剥相|市珂信工をめざー九
3 教育相誕苦191を充実す る11班、

~巳~ 不登校及ひ午登校信前]Q)肥位徒ハのき酬枠カ"s応をめさし、多様な教育相昨w舌ffOIを尉i制一る
とともに、物倒霊を行う。

1 問題1ïWY'崎弁応を責~I'<>l事業
生前苦闘:I~"収ト侶の形巳をめざし、生礼者噂主i旬H長会を l 巨w:;自白 したまた、生jil'i1持政範茸
師を3校lこ居直丘した。
2 ヰ苦封主ハ叩井町、を充実する11喋
各学13(1ヰ昔、て、量当r百必携を対象として、室長枝讃沼郡白日切河1¥1定(アセス)を実紘「るとともに、

取 不登校及ひ。8銃剣頃向児車生i止を対象lこ、自然保劇部91を4回知直しむ
~H 3 教育J憾抑制山を充実「る11:;1'l

状 週訪骨身教室の同談員や3名のスクーノレソーンヤノレワーカ--<Dli5ffllこより 相隊司，，19同j践を図る

況
ことができた。また、週訪問教富!齢制御陰を年間12回j闘世し、f抑制Lイ干し、各県J(，f，側主初役割
を明!iIIJこし、児fff1:fiEへの封置期こっして目減しむ

と 月処財官'，f，~ 25年度手当fl 26年度鋭'il 27年度回線 28年度目標
目主 暴力行為 暴力行為
暴力行為の発生件数 小学校21件 小学校841'1

中学校63件 中学校1071'1
L 、l二YJ b 、じめ 勺 勺

いじめの'lPJ，jJljtl:数 小学校29I~ 小学校32判
中学校291'1 中学校 12件

i 問題斤~9Y'fJコ."陀、をnすがJ~業

封白骨fb規邸こ基七丸、た、組織f此生徒指噂を1ii!I:まさせること治不竹?である。また、崎被にお
いて、車ゾf仔為、いじめ1区白席。rnwI女AElヰ肌旺がある。
2 ヰ登校'̂'"波尻、を延長する11撲
アセスdHg荘を活問るI蜘が不十分であるa

題 3 事情相器犯;世1IJを究室Eする'1喋
創出羽腎昼、スクーノレソーンヤノレワー7Jーの活舟についての幽件附ヲ湾初こスクーノレ:/-~

ヤノレワーカー叫百明治場沖してし、るため、計画面ヤ刈日紛酬を劾在してして必要がある。

改 限盟問i炉、的対応を7r2刻一る司喋

普 槻駄f1;tQ)i泣部こ向すて、響察等の1M脳鞠内との効牙y，γ以協.1!jJ)在り方、泡ili:な矧t..oコ在り方}こっ
0) 

いて学び、宝向官~~主19としてのスキノレアップを図るたUXJY.l:街首導主l初日安全を開[1>1'品。

方
ヨヨ糊抑制'%11111践校白紛、 f討を臨~'!f.:j駆出街宣伯紛におし、て、制rtî:，T'Mf~を市政委lこfA3A

指t耳主::);I~:が、今後九の泊目U即時こおして分断以汲ぴ今年øJB細こ七し てì.ili携を行う。 WIIW'Iを訂{ん
向 ても港、 IX明主lこ向rttゴB曜日の'ii9設図43.
世 2 不登校への士応剖'mすか !喋

引きあl述、必尽忠凶主的t~主として、アヒスを刻印し、品
児童生Eへのきがdおうも咲11;じめfι寄をIZI品。
3 教育侃狗百Jリj士充実する~I明4

溜投足早教室やスクールゾーンヤノレワーヵ→こっし 、て、校長禦草を通じて周知吋る。!日路行前跨の

司喋によって、3名のスクーノレソ ンヤノレワ カーこよって、約百収商談等を?れ¥菊江及V')世主主主E
r-.O_:;(j~JIìiíな支m及び{搬出抑止f也生する。 また、 スク ゾレカウンセラーとスクールソーシヤノレワーカ

ーと0;棚組問F万誌を図る。
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評価点検ンート 胞策事業名 体力っくりの充実

教fI粧合昨J也iI下旬(桂JUJ)貼1主ページ 2 1 I所管課 |教育桝双
政策の柱 1 jiJ~と志を抱きグローノVレ干上会を生き抜く子どもの育成

基本方針 3 「健やかな体Jの育成

重点目椋 I 体力っくりの抑必

目 的 体力っくりの封は主

1 体力向上対策"1喋 | 
児illj:徒の体力の実1射巴濯、改普目標の設定等を行い、体力の向上を図るため、日

戸司 の施策を実施する。
- 全校でのf~'力 、 運動能力調査一の実施

容
-全校での体力向上プログラムの策定と実施
-吉和小学校における先進的な取組の実施と普及

教員の指導力向上を目街した研主会の実施

尾過小中学校教育研究会、小中学校体育連践との述奴

1 体力向上対策事業
市内の児童生徒の体力 ・運動能力の状況を把握寸るため、全小中学校で新体力テス
トを笑縮し、 制査結果に基づいた改善計画を作成しI-l P で/.L~表するよ う指導した。 教

員の指唱力向上を目指した体力っくり引は主リ ダー研修会を開催し、市の現状を杷程
するとともに、大学教授から改益計画作成上の指導守助言を受け1ゐ

取 体力 選ifOIT芭力の向上に向けて、lrtl自のサーキァトトレーニングを確立させたり、
五且 新体力テス !~O)nw~互に応じた布Iì路湿動を工夫したりする学校が増えている。

状 成果指紋 25年度尖ぷ 26年度実討i 27年度目112 28年度目標

iJ/. 小5年 小5年

と
男子4/8布石i目 男子5/8種目

成 体力 ・運動能力部!子f
女子4/8極目 女子6/8秘目
中2年 中2年

果 の全国平均以上の種 男子1/9秘目 男子 2/9種目 じっ cつ闘の古1H昔
女子 2/9稲目 女干'1/9種目
※尾道市 H25 ※尼道市 H26
全国 l目3 全国 H25

1 体力向上対策事業
(1)小中学校全児童生徒の測定値目(のべ 150種目)のうち、全国平均を F回った種

謀
目は49%(7'1種目)である。
(2)また、測定稲目見IJの結果から、小学校男子一(士、握力・ 5001走 ・ボーノレ投げに、立
子は、短力 ・長座体前屈に蹴現Eがある。中学校では、男女共に、握力 ・50m走立

題 幅とびにawmがある。
( 2)子供の実態に応じた体力向上プログラムが策定できていない。

改 体力向上対策事業

話 (1)各学校において、児2量生徒の体力におけるPJW越とその首長を分析し、改善吾|闘を

の
策定するとともに、効果のあるl在認を市内へ紹介する。

方
(2)体力向上布地校のJ&i且を111ト子としてまとめ、市内へ自己及させるとともに、尾道小
中学校教育研究会と連携し、 各校で実践し、各単元、各(出域の/'/7-'1>例をまとめてい

向 く。

性
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宮村田1点検γート 施策・事業名 食育 ・健康教育の充実

教fi'総合出jffi，J十両Ii刻印 jg，l.へージ 23 I所開 |教育指導奴
政策の柱 主~': と志を抱きグローパノレ札会を生き抜く子どもの育成

法本方針 3 「他やかな体Jの育成

ffil;~ 目標 3 食育他国E教育の判lilli

目 的 食育 ・健康教育の充実

I 食育 ・在sa教育を充実するl主主丑
学校における系統的な食育 Il!;EJi教育を雌立させ、児童生徒の郎副Eづく りの推進を

内 図る取組を実施する。

2 Il!;やかプコー只タの実施

容
児童生徒の食生活ベ唯llslilこ声r，る興味 ・|品l心の向上を図るため、児草生徒 ，J早殺者
及びJ1!!場、が共同する事業を実施する。

3 基本的生活習trtづくりを引{進するi倒祖
基本的生託子習量lの確立を図るため、「早寝・早起き ・;;YJご飯」運動のJ&*呂を実施する。
1 食育 ・[也I;J1教育を充実する取組
食育研修会を実地し、栄養3食 ・3色運動の周知を図っt=.o毎月 19日を「感謝完
食の日Jとして、食べ物を無駄にしない運動を実施した。

取 2 健やかプェ兄タの実施

持且
おのみち市民他国Eまつりと連携して、Il!;やかアェスタを実施した。
3 基本的生活習慣づくりを相起草するi似E

:t!~ .flft指導、給食欣送、試食会、たより等で「早寂早起き ・報lご飯J運動の啓発を
t兄 実施したe
と 成果指標 25年度数ft 26年度美総 27年度目標 28年度目標
j世 「基礎 ・ 基本J 定~:(
当4状況調査(小5中2) 小学校96.4% 小学校96.4% 小学校 100% 小学校100%
6t tfH117止の「毎日中yl

食を食べる」児童 ・ 中学校93.7% 中学校93.3% 中学校 100% 中学校100%
生徒の在'1合

1 食育・鎚f，Ji教育を充実する取組

邸! 食育他並IJH!t剖寺と比較し、取組こI<'rする，E1躍が附1::してし、る。
2 位やか7ェスタの実施，yJ食の摂取率を 100%にするために、児I江生徒に在i'やかフェJスタへの|到心を持た

見H
せ、参加を促すことが必要である。

3 基本的生活習慣づくりを抗訂正する取組
継~~的lこ 「早-m 早起き ・朝こ
他の 100%に達していない。

改 1 食育・位1J1教育を充実する取組

昔 食育・他bIi教育の重要性については、担当者以外への啓発も含め 教育活動全体で

の 進めていくよう隙々な研修で指導を行う。

方 2 fi.!rやかフェスタの尖施

防l 1:vJ食の盟主Ef止をより多くの児窓生徒に知らせるため、出やかアコースタのi悩宜につい

性
て周知し、参JJO(こつなげる。
3 基本的生活習慣づくりを行剖主するJU/.組
引き続き 「早寝早起き ，'1)1こ"飯j運動的i側liを実施する。
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評価点検シート 地策 ・ JI~;住名 是正指めを徹底する取組

教育時行脚tiffiJlllhj(佐1011!g，!世ベージ 2" I 所管銀 |学校経営企酬!
政策の柱 I 夢と志を抱きグローノ匂レ社会を生き抜く子どもの育成

基本方針 4 {;il劃される学校づくり
![1，在回線 1 :oンリーワン、サンパーワンの特色ある学校づく り

目 的 是正指噂の更なる徹底

1 是正指導を徹底するl&.t:且
内 法令等に貝1)り、一層適正に学校運営と教育指導が行われるよう、是正指導の徹底と

内実化を図り、年校経滋改革を打は主する。

容

1 是正指導を徹底する取組

(1)学校運営組織の機能{ヒ ・活性化

学校管理運営指導を区lるため、校長会議等においてf白血職研修会を尖砲し1:."また、
I虫 年目校I.Hilli，長や自己申告f!?に基づき、学校管理運営に係るヒアリングを実施し、校長等
五乱 から直接、学校管理ill!'&';等についての状況を他促し、指等 支援を行った。

状 (2)服務規律のft.蛇
況 IIIil務規.i.lt研修会として、校長会後部において定期的に服務規律磁保に向けた指導を
と 実施した。また、ill大な不?担1，等が生起したときには、IIa務規律i1u:保の『出底を図るた
J;Jt め、速やかにE却IN校長会践を開催し、指導の徹底を行った。
果 成果指標 25年度実績 26年度実話a 27年度実Si 28年度目標

是正指導項目の実施
問。首

の，，1合
100首 10時 100百

1 是正指導を納まするl血組
(1)是正指導を風化させないljjQ丑

限 是正指導から 16年が過ぎ、是正指導を知らない教戦負がt曽川lしてしも。
(2)服務組律の徹底

題 体Wl・2むき管理得、服務規律に係るJ112告が生起した。
(3)是正指導の内実化に向けて、 主任:J刊のより 層の機能化が'1とめられている。

1 是正指導を徹底するi財E

改 ( 1 )昨年度に引き続き、若年聞の教職只に対して、市教委主催の町内主会(初任者研修、

品= 5年目研修)等において、是正指導に係る指導の充実を図る。
ぴ〉 (2) JIR務m律の徹底を図るため、定WWJな校長会議等における指導だけでなく、機を
方 逃さず校長メーノレで適宜注百喚起を含めた指導を行い、 IIr，務規律の官出11:を図る。
向 ( 3)主任層の中心となる教務主任研修会において、校長の意を汲んだ学校経営が行わ

1'1 れるよう、主任として求められる共体的な役割等について指導の充実を図る。
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2干佃点検シート 施策・事業名 活力 ・魅力ある学校づくりの折鋭主

教育紐合打岨訓岡(桂川Djg，肱ベ ジ 24 I所開|教育指導蹴!
政策の位 1 wーと志を抱きグローノVレ干上会を生き抜く子どもの育成
~'*方主| 4 信頼されるさTd校づくり

ill点目標 l ヌrンリーワン、すンバーワンの特色める学校づくり

目 的 活力 ・魅力ある学校づくりの推進

l 特色ある教育研究剖挫するZ隙 | 
内 教育研究の地主と公開を通して、特色ある年一校づくりを進めるとともに、「教師力、

学校力Jの向上を図る。
;&: ヲ

1 特色ある教育研究を推illiする事業
(1)指定後の再編を行い、先行研究モデノレ校を指定校2校、教科 ・問題別研究指定

校を43校指定した。15校が公IJfjr.)f1¥'会、 28校カ吋受業公開を通して研究内容の普

及に努め、尾道市内全校に研究成果を発信」た。

取 (2) 2月に知)lliした研究主任研修会で実践報告のブース発表会を実施した。また、

t且 研究報告資料を1111干にして全校にi主計寸した。
j)( (3) 同一校組問による共同研究、 また校組問をこえた~J保小中共|前研究を判tilli した

I究 り、他殺の研究成果を有11，亜的に取り入れたりする学校が地加してきている。
と

成 成尉開 25年度実績 26年及;Jc，私 27年度目標 28年度目標

果 且iM'i・)，TI:定Ji相:d1世間五
(小5中2)'['0m紙の 小学校82.8% 小学校86.1% 。。『学校は楽しし、J児 中学校83.5% 中学校85.2%

ì'i1 回 生徒の1~ 合

l 特色ある教育研究を打民主する事業

各学校の特色を生かした取組を進めるために、学校の特長や歴史的、H恨E自力背呆、
説l 児蛍生徒の実態について校長等と卜分に共通型解を図り、目指す子Ijl、像や宇一校の姿を

教育委員会としても明確にしていくI附』が必姿である。

題 学校の研究や具体的な取組内容について全ての教職員が閉じキーワードて~tifr，れるよ

うになるために、各種研修会における指導内容の吟Ij;j持学協訪問における指導の充笑

が必要である。

1特色ある教育司Ntを描草する事業

改 年度初めに担当指導主事が学校長と連携し、尾道市教育委員会として学校に邦附す

誌= ることをふまえた教育研究テー7になるよう品ffl~寸ることで、学校の研究や11対且の方

の 向性を明確にした。今後そのテー7に沿った1&'i:丑の進妙を担当指導主"1>が把怪し、指

方 噂寸ーる。

l旬 学校評価l表に研究テ マlこ|調する項目を入れ、教純良一人一人のI担組が研究テーマ

{'l を:M:i徹したものになるよう指噂する。

-25 -



評価点検シート j迩策事業名 特色ある教育シ只テムの充実

教Tf総合品i.illiJh自i(能JUI>m，1在ページ 251所管部lj教育問叔
政策の柱 1 ~と志を飽きグローハノレ社会を生き抜く子どもの育成

基本方針 4 信頼される学校づくり

重点目標 1 オンリーワン、すンハーワンの特色ある学校づくり

目 的 活力 ・魅力あるさず」空づくりの打民主

1 学技法択品'JI!tを充実する事業
内 (1)保秘者、児童生徒の多様なニーズに応えるため、学校泣択制度を充実する。

( 2)特色ある学校づくりを展開し、学校の活性化を図り、開かれた学校づくりを促込

者{ する。

1 学校選択制度を充実する事業

-学校公開日程や学校の1&車E等にっし、て、学校紹介冊子や市のホームページ及び広報

おのみちを通して、 {~~~畠者への周知を図った。

取 -学校澄択市l肢を利用し、入学希望申請のあった学校は、小学校21校、中羊佼 12

1且 校であっ7この(平成27年度入学)

状

i兄 成果指標 25年度実紛 26年度実紛 27年度目標 28年度目標

と 尾道市学校選択制度

成 に関する保護者アン

果 ケートの 「学校選択[;同 。 ζつ制度は今後も組当泣す 小 84.2%

べきと思う」保強者 中 91.1% 

の割合

1 学校~択制度を充実する事業

(1)竿校選択希望申訂j者が受入可能人数を超えて抽選対象となる学校がほぼ固定化し

課 ており、ニーズに偏りが見られる。

(2)平成24年度アンケー卜結果から地域とのつながりについて、児童 (25，0%)生徒

題 (20.3%)小ギ牧町、税者(31.6%)中学校保税者 (32.1 %)が弱くなったと感じて

いる。

1 学校J1f択制度を充実する事業

改 ( 1 )特色ある学校づくりの展開、学校の活性化、 DMか;h，た学校づくりの促進等、学校
蓄 のJliel且を支援し、 fl1極的に情報発信に努める。
。〉 (2) J出場行事への参加を総統寸るなとeしてjl!J岐とのつながりを考泌するよう、制度;foIJ
方 用にあたって保強者等へ周知を図るとともに、必要に応じて保髄者アンケートを実

l向 施する。

性

ー 26



評価点検シート 施策 ZjEj長名 教職員の資質・指導力の向上

数千i'総合冊AiJI耐(i;刻卯 4日.1在ベ ジ 28 I所管銀|教育指導諜
政策の柱 夢と志を抱きグローパノレ社会を生き抜く子とaもの育成

1!i本方針 4 信頼される学校づくり

重点目標 3 人材育成とARtI活用の総些(-?ネジメント系 ・エキスパー|、系)
~I 的 「教nili:tJJの向上

1 職能叩l町付主の実施

教員の資質・能力を高めるため、間娩年数• ..I\~ニーズ'~!Hこ応じた研修を実施する。

内 2 授業観察システムの活性化

役業づくりや板初等、教只 人一人の授業力の活実な向上をめざして、授業観察シ

容 ステムの導入を図る。

3 学校訪品背旨導の実庖

校内町H主主17における指導の充実を図るため、指導主事等をt応立する。
1 liW有籾'1研修の実施
(1)尾道市初任者研修を2回実施したロ

(2) 主任笥五 Hi@'を各 2~4 巨l実施した。

取 (3) 5 年固有UH~を実施し、若手育成と尾道教育への理由平の浸透を区lった。

正且 2 授業観察システムの活性化

状 授業言平i而表を活用した授業研究を80%以上の小中学校で実施しTこ。
1兄 3 学校訪問指噂の充実

と 各校の校内研修等へ計画的・継続的に指導主事ぜを的立しむ

日文 成果指撚 25年度実効 26年度完納 27年度目際 28年度目綴

身長
「基礎 ・基本J定着

小学校+2.5 小学校 1.3 小学校+4.0
状況制査通過率のL51

中学校+2.2 中古F二校士O じっ 中学校+3.0
平均と本市の差

1 相官自臼iI可f修の実胞

日~! LlrLが主似する却H庄内容との連動について工夫する必要がある。
2 授業観察システムの活十i化

授業研究における研究協議がテーマに沿って進められていない学校がある。

組 3 宇校訪問H首導の実施

各校への連有司主のある指導が不十分である。

1 1理能叩l町刊t~の実紘

改 各種研@:会における指定校の実践報告や資料提供を通して県の実砲している司H庄内

話 容を市内全校へ還ヌじするよう工夫する。

。〉 2 授業観察νステムの活性化

ブf 授業量立察の視点の!監点化と、視点に沿った協議会の運営について個別に指導を行う。

前l 3 年校訪問指導の実胞

性 指導こiロ頁の系統化を図るために 学校に1)(liる附報や指斜内容さ乃を学校別のブアイ
ノレiこ整理し、情報の共有化を図る。
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ZT価点検シート 胞策・4lE業名 尾道南高等学校の教育f71Eリjを充実するJ&組

教打柱、合~Ij止 ，l H!ìj (佐川)j貼蹴へージ 30l所管飢 lザ抗間企商談 ・教育指削!
政策の柱 1 wと志を抱きグローパノレ社会を生き抜く子どもの育成
基本方針 4 fiifJiされる学校づくり

重点目標 4 地域とともにある学校づくりの持込

目 的 特色ある教育ンスァムの充実

1 尾道南高等学校の教育活動を充実する取組

内 様々な課地を持つ生徒や働きながらさ14、生徒の状況に応じて、きめ細やかな支援を
生ゲ、F ず也生する。

多憾な生徒のニース1こ応える特色ある教育内容を創造する。
1 尾道T軒高等学校の教育活動を充実する取組

( 1) 土"r，~授業研究会 教育研究発表会に指導主事をilK:itiし、きめ細やかな指場助言を
行っTこ。
(2)佼業では、生徒の学習L行よを高め主体的に活動させることを目指した授業づくり

取 に向けて授業改善を図った。またきめ細かし恒己I占ー支援等の教育的な支援の続長に

組 立ち、キャリア教育の視点で教育活動を行iユlliするよう、授業参観 ・指導助言を日常
状 化するなど、税値的な改革 改善を進めた。教育研究発表会、オープンスクーノレ、

1兄 文化祭等において、 参}j!F~j-数も何日J日傾向にあり 、 活実な日比*が表れている。

と (3)他校と合同で-)iliの米づくり体験の取組を実施するとともに、収筏物を文化祭

成 や制理実習てf舌JfIを図ることにより、それぞれの活動をiilif]tさせた取組ができた。

来 日矧さ指傑 25年度尖ifi 26 年度~~~I~ 27年度失払 28年度目標

学校実施アンウー卜

の 「学んだり体験し

たことを将来の生活 76.1覧 72.1% 80話以上 日制以上

に生かそうとしてい

るJ生徒の害 合

1 尾道南高等年殺の教育活動を充実寸 る取組
甜l (1)生徒の多傑な学習実態に対応した、]1;磁的 ・基本fl'jな知織や校能を身に付けさせ

る指導を行う必要がある。

(2 )生徒が見通しを持って主体的[こが却Jし合い、充実感 述IîJüi!.~を感じられる授業づ

1m くりを行う必要がある。

(3)家庭や地11戒を巻き込んだm極的な学校運蛍を行う必要がある。
1 見通南高等学校の教育制VJを充実する取組

改 ( 1 )市の非7if5幅削ifiとして教科アンスタントを配置し、実態に応じたきめ細やかな対

普 応を行う。

の 体験的な活動を取り入れた教育活動を行うとともに、その立義を生徒に認殺させ

方 るための工夫を図る。

向 (2 )生徒の目標l設定をλモーノレステップとし、生徒が見通しを持てる支援を行う。

担i 個別の教育的ニースや段々 なlì!U、組の共通告宮換を図り 、 実~)出iのある取組をilliめる。
( 3) 担任者会や教育支援会J高等の更なる充実と機能化を図るとともに、 {斜聾者一ゃ1~J.iJ{;y:
機関とのii1364を充実し、生徒への指導や支mの方向性を明碓にしたlfiei且を行う。
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許制点検シー ト 施策"1>襲名 N技f種11H4qEEの判i必

教7i総合推進計画 (j皆川)I品世ページ 3 1 I所管畝|教育指鞭
政策の往 1 ;i~': と志を抱きダローパノレ社会を生き抜く子ともの育成

基本方針 4 信頼される学校づくり

ill点目標 4 rω戒とともにある学校づくりの刊M主
目 自ワ 特色ある教育シスフムの充実

1 異校組問連悦による教育活動を持品付一る取i'且

内 地域(f;特色を生かした幼保U卜辿携教育を出些し、系統的かつ効果的な教育内容を

自'ji草する。
ぜ許 校極潤の町内jE、授業交流等を行い、「小1プロプレムJr中1ギャップJの解消を
図る。

1 民枝極陥1連411による教育活訓をr直進する取組
(1) 111'年まで図の指定による幼小連携教育の研究をず副主していた l地域で、本年度

広山県国公立幼稚図illLm研究大会を行い、そのi!l訪日教育の具体的な内容について

公開保育を刻匝し、市内外に情報発信した。(参加者 196名)

取 ( 2 )市内全ての就学前教育施71生長及び小企74校を主政とした幼{刷、合同研修会を実胞

五丑 し、連携教育の重要性について共通認織を図ることができた。

状 多加者公立保育所 16名、法人保育園9名、公立幼稚図 17名

況 私立1;I1lit闘3名、認可外保育所7名、小学校29名、合言1'81名

と 校長会等で、1;1)保小中学校の連携教育について講話を行うとともに、教育指導部1

)i;( 発行の通信で紹介した。

果 h矧さ指標 25年度実紛 26年度1dtay 27年度目標 28年度目標
i))保小中連携プロン

ェクト組織のある校 6校区 6校区 じっ cつ
区

J民投組問連悦による教育活動を推進する取組

(1)広島県国公立幼判長図連盟研究大会を行った l地域においては、特色あるiili抗教育
到陪}Ttミg を進めることができたが、全市的なl悩且へと広げることはできなかったo
( 2) 小 lプロプレム、中 lギγγプの解消を図るためのアプローチカリキュラム、ス

題 クートカリキュラムの開発が不十分である。

i))小中迎批プロジェク卜を実施する校区が噌加しない。

I 異佼車h車拐による教育活動を打M主する取組
改 (1)特色のあるill場j教育の)&.iJlを『到底会や保育公開等を通して、 1111.H1を企rIiへ広げて
普 し1く。

0) (2) 専門性の高い教育指導アドハイザーと干育て支援21!とのiili
方 稚園への指導を充実させるとと もに アプローチカリキュラムとスタートカリキユ |

向 ラムの開発に取り組Uo
性 1;11' 1、中連携だけではなく 、!.)I'1、迅EE4、小rl:r@携としりた各校区の実態に応じた巡
21iを行うよう指導する。
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評価点検シート )i包策・'1>業名 小中学校適正配置を制民主する取組

教育総合1í~.illi J師団(佐WII I山主へージ 32 I所管課 |字校側企酬!
政策の校 1 :訟と志を1也きグロ ハノレ札会を生き抜く子どもの育成

基本方針 4 信頼される学校づくり

I立点、目標 5 Fどもたちにとって魅力ある教育殴境づくり

目 ぜ] より .Ê~v 、教育粂14 ・ 5社民の実現

t 小中学校適正配置を打lillするi血組
内 より良い教TT条件や教育環境の充実を図るため、全市域を対象として小中学校の配
置の見直しを行う。

容 平成23年 12月に策定した「尾道市立小・中学校再編計画Jに基っき、小中学校の

適正面efiJ':に取り組む。

1 小中学校適正配置を打f6lliするJ&組

悶五五「卒f]~出費については、 平成 25.........26 年度の 2 年1mで新設校の名称、 校章、 校歌、 制

服など規定品、通学路や通学ノヤ、などについて協議決定し、平成27年4月の統合に

向けて最終準備を行つに。

取 北部¥'1小竿殺については、平成26年 日月から地元への説明を開始している。

高且 向品地域については、(果E草者の耳E解を得ることができておらず、 一定の冷却JVII:日を
l伏 置くこととしている。

i兄 成巣J官掠 25年度尖J11 26年度'A!立 27年度目株 28年度目標

と 土生小学校

成 南小学校 三庄小学校

果 111生口小生M吏 回目刷、学校 27 ;1三度に再検
小学校 10校 ※1I五，1Jli哲丙別苧 原田中学校 ※l配4月岡市伴 討した再編剖
中学校 2校 信-tA62JロL ※l制服府1報 際線は浩 固に'"づいて

※再編首t-ii!ii.短期 生口中宇ー校 哨合 北剖¥4ノ卜さ74支 統合の準備を
※!si.1月炉Iuq' も含めて再編 進める。
対試合 計画について

再検官、L
1 ノj，r.!:l学校適正配置を打比するi阪且

北部4小学校については平成26年 llJ'!から地元への説明を開始したが、 4小学校
問、 それぞれ学校統合に女同一る姿勢が呉なるため、4校全体協議とともに各校ごとの個別

協議も行い、再編計闘の見直しも含めて統合の方向性を検許すする必要がある。

題 向山地域については、保護者の理解を得られなかったため一定の冷却日朝間を世くこ

とと しており、再編言|闘の見直しについて検討が必要である。

小中学校適正配置を打民主するl悩E
改 地元関係者との協議を組i続実施し、部l也事項の抽出及び対応、策の検討を行う。
話
IJe校後σ湖'JI!lfII用等についても、公有財iItf間百周検討委員会で検討を行?o。コ

方 再編計画の短期計画が平成28年までとなっており、平成27年LEZは再編計画(短期、

前l 中期Dの見直しについても検討を行九
他ー
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評イ価点検シート 施策-zlE業名 家庭教脊支援司喋の脳E

教育被告推進計「山IT(後」卯貼蹴ページ 33 I 所管関lI生涯学習illI!
政策の拍 2 学校 ・家JJI.地L域の協働による教育環境づくり

基本方針 I 家庭地域の教育力の向上と活用

重点目標 1 書司rJIの教育力の向上

目 (I'J 書(Ji!の教育力の向じ

1 言w教育諸皮の実施
子育てが安心してできるよう、係々な機会を通じて、家庭教育の重~，主Èや基本的生

内 活習慣、親子のあり方など家庭で必要な教育について、子どもの成長段階(乳幼児1~1 • 
当主J朝ー思春期)に応じた学習や、すべての人を対象とした、親育ちについての学習等

容
の機会を提供する。

2 家庭教育を支ti1する体閣の充実

地域における行li!t/;判例を整えるため、子育てりポーター(子育て活動支倭者)等の

養成や支J政且織の育成を行う。

1 話到底教育誹iill.の尖施
保育所、幼稚図、小学校、中学校の保護者会や参観日、子育てリロンなどの活動日

を活用して家庭教育斡座を 49 講座(坑幼児WJ28i瓶里、学童~担 8 !再度、 E?1手J明 3 g出盟、

主主育ち 10講座)実施した。7/ケート結果は、諮座の内容が適切で、家庭で役立てた

取 いとの回答が多く、家庭教育の重盟主iを認献してもらえた。
見E
2 毒自!it教育を支慢する{恥1刊の充実

状
家Illi教育支援に悦わる子育て支ti1者の育成や資質向上を図るとともに、地域におけ

況
る支怨活動の企画 ・運営を担う人材を義成するため、子育て支底部座を実施した。

と
また、関係樹却や市民団体との辿併により、子育て情報交換の促進や家庭教育の充

成 5起を目的に、おのみちキッズフェスクを開催しt:.，
泉 家庭教育支援の地域組織である向京地区家庭教育支怨チ ムにつし、て、 t脚謝金の
助成等の支援を行い、家庭樹境開江主を JQg草鹿実値した。

成果指標 25年度実績 26 年度実~I( 27年度目標 28年度目傑

学習鵠.Im.の参加者数 4，414 A 5.097.、 5.000人 5，000人

雪"
1 さらに、より多くの保護者等に受総してもらうよう取り車Eんでいく必要がある。

間 之

2 地主主に恨ぎした家庭教育を推進するため、子育て支後者の育成や資質向上を図ると

題 ともに、家庭教育支侵チームについて引き続き支緩する必要がある。

改 より多くの市民に家庭の教育力向 lニにつながる学習機会を提供するために、 子育て
善 講座の英随方法の工夫や、啓発資料のIJH発 ・配布など、きめ細かな取組を行う。
。コ 2 新たな子育て支段者を育成するための諮座や司H庄を行うとともに、現在活動してい
方 る支ti1'/!f1こ対しでも申刊まを行い、資質向上を図る。家J立教育支mチームについては、
同l 向京地区での取組が他地域の活動につながるよう引き続き支援してし、く。
性
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普刊曲点検シート 経策'<1'業名 ボラン7イア活動の割弘主

教育総合推進計画(後1111)掲l肱ベ ジ 3<1・15I 所管課|生i庄学習諜
政策の柱 2 学校 ・家1ft; 地主主の協1副lによる教育!l'JJ)'Zづくり

基本方針 1 家庭 ・地!l曹の教育力の向上と活用

ifi点目標 2 t自主主の教育力の向ーヒとii!oJ!1

自 的 上也j戒の教育力の向上

1 自主的な学習活動の支度
社会教育関係団体等の市民参加型の団体活動を支援するとともに‘各種社会教育団体

の育成自立のため、相談指導を行う。

内 2 教育ボランティア等の発掘 ・養成

学校や地域における子と'もたちの活動を支緩するボランティアを発掘するとともに、

化fi: 意識/iliY世のための研:E会を実施する。
3 学校支援活動の促進
教育ボランティアの活動内容の拡充やポラyティアリストの有効活用等によ り、地域

による竿二校を支援する桝舵

学校支援の体制づくりから学校支伝活動まで、より地域主体で行うため、地域教育支

援活動促進事業を実施する。

1 自主的な学習活動の支援

社会技開長官j~甘い明}，;)(;籍こよ り所ífØJ:Ii.t.!ì討すうと ともに 市PTAiill合会等と邸号しでお立
教覇市初i出校33断ることにより 、 tth蹴こよる痢組問酬の樹~J:}Jの向上泊潤られてしも。

2 教育ボランティア等の発掘 ・養成

取 教育ボラJティアを募集して作成したリストの中から、学校が、登録者に各種の活動

組 を依頼した。 また、研修会を実胞し、地L域で子どもを育てる必~'性等について学習した。

明c3 学校支援活動の促進
i兄 解fボラ ン苧ィアによる学秘的制~-m部11 子ども道知進学乃見守 り等が行t，j1，た。ボラ/74ィ

と アによる年材技俊及L刷 主討の実l部こよる須起按育苅霊をよりoJ見出世こ行うことを目的として、
成 H臓器ぽ伝説踊1liIi思劉喋を実施した F防止26年度までかlギ校て昔謝。 ~J:下枝ヨ主づ当謀長 ・

来 クラブii¥if!l，指導詩的対以事訪匝さ札制Iと朝交と昨つながりカ，'i?jとまるとともに子どもたちが
多事長l.&望脚コ機会を得ることができたe
成果指標 25年度実績 26年度実絞 27年度目標 28年度目標

地峨教育'it{ラ'./7.・ィア
476人 528人 550人 550人

登録数

l 地域の浩性化とiili帯感を高めるため、.J会教育限W;¥団体等の市民参加型の団l村舌動を
期! 引き続き支援する必裂がある。

2 教育ボランティアの活則的容、事業の効果を学校 ・地峨 ・家庭に広く周知し、より侃

題 広い年齢層のボランティアへの参加を呼びかけていく必要がある。

3 地域教育支援活動促進事業をすでに実施中の地区においては、定'~Hこ向けて引き続き

支援するとともに、市内他学区における事業実胞を{足i些してして必要がある。
改 1 引き続き社会教育関係団体への助成等により活動を支援するとともに、協働によるl匝
普 t且を進める。
の 2 教育ボランチィアの活動Z附il等をパン7レジトやチラバ平により広く周知するととも
方 に、1'1[たな教育ボランティアの発掘!ベ34主11.止のための研修会を尖施するa
向 3 地域教育支援活動促進事業を全市的な事業展開とするために、教育委員会にコーディ
性 ネ ターを配位して、今後も実地紋(地峡)を泊やしてし、く。
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評価点検シート 施策・事業名 放課後子ども教室推進弓喋

教育総合打邑韮計画(後j明)掲載べ-/ 35 I 所管課!生涯学習終
政策の住 2 学校 ・ 家庭 ・ 地i昔、のWAj~による教育環境づく り

基本方針 言司立 ・地域の教育力のl向上と活用

重点目牒 つ 地域の教育力の向上と活用

目 的 地肢の教育力の向上

l 放軍t~{量子ども教室jjfj韮事業の実施

内 }jj訴後鰐の子どもたちの安全 ・安心な居場所として放奴後子ども教室を開設し、学

校別辺地域の協働により心些かでたくましし、子どもの育成を図る。
d廿h 
(1)地域が一体となって子と'もたちを支える体制を盤的する。

(2 )子どもたちに体験 ・交流活動なと'立かな活動内容を提供する。

1 Jj主祝後子とaも幸町主訂民主事業の実施

市内 II小学校で、学校、PTA、地肢の関防省ーなどで約成する実行委員会を紘織し、

1.出限後子ども教室を開設 ・連常した。各教室では、地域の実情に応じたプログラムを

企画し、地主主のボランティア指導主者により子と'もたちへ.}jfr-;限後等に学習、創作、文化、

取 スポーツ活似Jの体験荏動や季節行事号車を徒供した。児童579人、ボランティア指尋者

組 222人の11燥があった。
すた (1)子どもたちの1点以後等の活動として、家庭号ギ4交活ifVlにはない体験活動を者説付
況 ることができた。

と (2)地成の人との交仇事業の尖胞により、子どもの社会性や協調性の育成と規筒意識
成 の定~;なとずのS;jl巣があった。

果 ( 3)子どもを通して地般住民間土のつながりが深まり、地服、が 体となって子と'もた

ちを見守っていく窓織の向上、環境づく りに役立ってし、る。

成果指fy 25年度実績 26年度英知 27年度目傑 28年度目標

放Û#~後子ども教室
30，27'1人 34，981人 3比000人 36，000人

延べ参加i児童数

1 指場者が不足しているため、人材尚一保仔監視 ・養成等)の方策を検27rする必裂があ

課 る。

2 体験活動や交1如官邸j等が実施できてし、なし、教卓や子とoもたちが興味を示すようなプ

題 ログラムが実施されていなし吻直がある。

3 毎日開放している教室では、クラブと事穫の沿いを理解しないで利用している保護
者がし、る。

1 学生、保説者、 前齢者等、公民館のりークノレや社会教育団体等、また、民間企業に

改 社会貢献Jffi動としての参加を促してして。

善 2 子どもたちdy」まかな放訪日主を{早川するため、多憾なプログラムの開発及び提供を図

σコ る。また、指導者に各種の研修会に参加してもらう中で、資質の向上を図ってして。
方 3 運営委日会や実行委員会等で、学校 ・地域 家彪の限日系者が教室とクラブのあり方

I向 について協議しながら、同ZlE蜘 効果的な周知方It'-'<?併設箇所でのiiilE1方策等を検討
t吐 していく。
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す刊困点検シート |施策事業名 次代を伊う背少年の1m全育成

教育総合打叫主(後J~D 計画渇位ベージ 36・37I所管:l!#J生涯学習課
政策の相 2 学校 ・茸引Iil: 地域の協働による教育環境づくり

基本方針 2 地峡との開動による背少年の健全育成

息長目標 1 次代をt日う青少年の健全育成
目 自力 次代をJ旦う青j.-':tf:.の健全育成

l í!j"少年の~I，行 ・ 故宮等防止活動の打b韮

w少年の健全育成のため、 早w件市導活~øJ-弓戸来初 ・ 電話i等による相談活動を抗起草する。

2 i!j'少年を取り巻く有害羽t境対処の担W主

背少年の健全育成を阻害するおそれのある行為及ひ~t境から背少年を守るため、環

内 Jj'lの((バヒを図る。

3 'eU子メディア対策のllW主
{ 在
i'lI子メディアに関わる問題から、青少年を守るとともに、正しく使し、こなせる力を

育てていくため、学校 ・保護者 ・地域 ・団体及び行政が協働 .iili#(;して対策を講じる。

4 背生年の社会性やETAを高める体験活動等の抱韮・促進
背j，年にとって、より効果的な実践活動の引起草を図るとともに、告少年の社会参加l

を促進し、 71少年σ汁上会性と自立性を高めるため、各部団体を支緩する。
1 fi少年の非行 ・被害等防止活動の排必
地区楠草寺員会 (21J1!!区)と述携し、合計 1，082回の補導活動を行うとともに、

72件の相談活動を行った。 (平成27年3月末現在)

2 i![少年を取り巻く有害Z282対策の打鋭主

市内26ヶ所に白ポストを設住し、有害図1!子生買を回収するとともに、立入制査を実

i虫
施し、有益;図主;1JU坂売鰐の指導を行った。

3 'tl}干メディア対策の折j込
組

尾道市次i!!:代育成のためのむ干メディア対策第2次実胞計画(平成25.......27)に基づ
状
き、 ZlE業を#民主したと喝

況
4 W1年の社会性ゃ:~:1仏を高める同教活動等の悩韮 ・ 促illi

と

成
官1年健全育成作文を募集するともに、W1年健全育成大会を開催し、背少年健全

果
育成功労者 健全育成作文等の表彰や市内小中学校の背少年健全育成活動の成果を発

表する機会としてアトラクションを行った。

また、子ども会 ・海l，iVJ〆判団に尭し、助成等の支緩を行い、fifiー発な活動を促進した。
成果指標 25年度実績 26年度完甘i 27年度目標 28年度目標

家政ふ九あいデー(ノーデ
316% '13.4% じっ じっ

レピデー)の失焔率

線 1 最近の背少年の健全育成を阻占する嬰因は、携千152出目やインターネット等の急激な

題 発達や家j定形態の変化等で多除化しており、それに対応した対策が必要である。

改 1 今後も、より 層、関係憐聞とのiili携弛刊じを図りながら、時代やー-Aにあった学
善 校、家庭、出世くるみの対策を検討、実施してし、く。

の ワ 読書の挑奨など家肢のコミュニケーシヨンを深めるきっかけづくりについて、IJqt平、
方

向
機関とiili物 し、有効な対策について検吉司する。
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日判師点検シート 施策ー事業名 勤労背少年の健全育成事提

教77総合1iRi!LlHim(桂川)jlふl在ベージ 38 I関税|生涯学瑚!
政策の白 2 学校 ・家庭・地j戒の協1191による教育環境づくり

基本方針 ワ 地域との協働による青少年の健全育成

iE有、自標 つ 社会に貢南同るfjijJ労青少年の健全育成

目 的 社会に貢献するyMj青少年の健全育成

ドヲ 1 勤労青少年に対して魅力ある教養誠庄 ・趣味講座等の提供と充実を図る。

2 iiUJ世r:I."j!rY年の干上会朝日に向けた交iiiEl舌印]の促進を図る。

?& 3 勤労官会年のニースに応え、キャリアアップの支緩やj目談活似的実胞を図る。
1 魅力ある教義紙座 ・趣味説座の充実

(1)尾道勤労青少、年ホーム

主佐治座(年II¥J・短期Dを23~時J主'j)織するとと もに、 6 クラブ(自主部座含む)

の活動を支緩した。

J& ( 2 )悶島勤労古少年ホーム
五且 主催綿僅を 11~咋座実施するとともに、 3 ザークノレの活動を支援した。

状 2 ii功労青少年の札会参加に向けた交流活動の促進

況 (1)尾道勤労75少年ホーム

と ~ IVtJ!主nnにおける利用者の活動として、カープ視戦ツアー・ ホーム祭等の行事を 7

日比 回実施 lJ~o

県 (2) 因品勤労背少年ホーム

地検貢献としての清掃活動と利用者!日lの交流行事を2回実施した。

3 勤労í!f0 年のニーズに応える相談"I~来等の充実

( 1 )尾道勤労青少年ホーム

泌:i詑主主車検定説僅 (3級3名 ・2級 l名合格)、 ピンネス実技7 すー技iE砂定講
座 (3級 10名・ 2級2名合絡)を実胞した。

(2 )因ぬ勤労青少年ホーム

利用者のキャリアアップを含めた相談活動を実施した。

成果指標 25年度実縦 26年度実紛 27年度目Jilt; 28年度目標
主(臨時I主

2，214人 2，5841 j、 2，600人 2， 700人
延べ参加者奴

rut~ 1 勤労青少年の主体性を育てるため、魅力ある講座にする必要がある。

2 勤労背少年の社会参加を促すため、交流活動の充実を図る必裂がある。

組 3 式ャリア部l主により、iNI労背少年の能力の向上を図る必要がある。

改 l 参加実起i等をもとに魅力ある訪座を企画し、運営について見直し改善してして。
話=

Uコ 2 ホーム祭を始め交流活動の企Hmの昂IJ噺を図ると共に、地主主買献活動の中身を充実さ
方 せる。

向

4生 3 資絡1金定lこ|主!わる~Ni~cm:~活動を充実させ、キャリア支媛を吏に進めてし、く 。
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評イ面点検シー ト 施策-ziE業名 安全安心て噴の向い学校施設整備事業

教育総合総韮計岡崎:1世ページ 39 I所開|問問!図品瀬戸田地械教育課、
政策の柱 2 学校家庭 .Iω或の協働による教育環境づくり
基本方針 3 安全安心で質のP与し、学総白信fdtdiEMZ

重点目標 1 安全・安心で質の高し、学院施設経仙

目 的 安全・安心な学校HE12のEfE術

1 羊後脆i訟の而f及化
児童 ・生徒等の安全を確保するとともに、災害時における住民の遇政E場所を院保す

内
るため、校舎の冊目Il.~化を実施する。
2 学校施設の維持管理
安全面 ・1師生田にffi点を佐吉、老州じしたさf樹 蹴の改修等を実施する。
3 校舎等の閣改築

廿- (1)老朽化した学校施設の改築及び教室数の不足に対応するため校舎の増築

向島中央小学校を改築するとともに日須小学協校舎を増築する。

(2)小学校再編計画に合わせた施割問iの叫jjfi
因ぬ南小学校施設整備の打~を図るe

1 学校施設の耐靴

平成25年度から制:越となってし、た 10校 11UI、の而扱改修工3れとともに、 49械の小

中学校庭内運動制1税金制イ等而級点検が完了した。

小中学校7校 10棟及び幼稚園2図2械の而級補強設計、さらに小学校6械の屋内運

国リJ場~I司=/IJ遣期財等冊俄布協議前とともに、入札不倒となっていた術湖西小学校而右翼改

修工事も平成27年度へ詩趣しむ
2 学校施設の維持管理
l匝 架原小学校屋内jffi~øJ場床や'?.~須小年校高然水柿の改修、広，~じ小学校天井扇の設置や
組
河西中学校屋上防点、長江中学校グラウy ド防除ヰシトの改修なと'により、安全面 ・状

i兄 1桁生商の改善を図った。

と 3 校舎等の閣改築
成 (1) 老朽化した校舎の改築及び教室数の不足に対応するため校舎のm築
果 向島中央小学校校舎改築にあたり、平成25・26年度事業として校舎・給食調理場

プーノレの磁波や給企用備品等を購入するとともに、高須小学校校舎の噌築も実施し

Tこ。
(2) 小学校再編骨|固に合わせた施設整備の推進
因島南小学校B街没些怖にあたり、校舎 .J;il内運動場 ・プーノレ及び体育倉1iI1を建設
し、グラウンドのII皇制liや込入路仮設防1鮒冊を撤去するとともに、 IfJr-lii小学校机:lli:を角i'
体撤去した。

成果指Wf 25 年度~*~( 2611三度実紛 27年度目標 28年度目標
耐震化率 71. 7% 85. 7% 93.8% 93.8% 
学校施設の時俄化の早期完了を図るため、低拍i度コンクリートill物の耐震化の方向

限 性(補強又は改築)の決定とともに、 J.fi内運fVJt品非構造剖財等の耐反対策や幼稚闘の
題 両院主{ヒが42吐先となっている。
2 建設後、年数が経過した掌佼肱設が多く、21図的な長寿命化対策等が必要である。

持
1 !丘5ffi度コンクリー卜B!物の而限化を図るため、費用対効果等を総合的に半IJflliけると
ともに、 屋内運動場非構造:~lH等の冊tl~対策や'X)Jíil図の冊「1主化を実施する。'" 

員 2 各殿堂の状況を把似し計画的 ・効率的に改修や長寿命化対策を実施する。
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評価点検シート 応策.=!:l~桑名 認定こども闘の設置

教育総合H民主Ji酒{能J~1l 1¥ふ臨ページ 40 1所管課 |庶務課

政策の住 2 学校 ・家庭 ー地域の協働による教育弘司克づくり

基本方針 3 安全 ・安心で質の両し吋tl究極設整備
重点目標 1 安全 ・安心で質問品、学校地吸盤耐ij
目 自ヲ ~lJ f晶一体化へ向けた施設設備

内 1 忽定こども図の殺位

f，¥¥WN者の多憾なニーズに対応するため、i;I斥桂日目と保育所機能を合わせもつ認定こど
?g も図の設世を;1主める。

1 認定こども閣のi没id
就学前教育 ・保有地政にっし、ては、多悌なニーズへの対応や幼稚Iltlと保育所の迎営

一体化(幼保一体化)への税且の推進が図られている。

本市では、平成 23年 12月に、「尾道11市t学前教育 ・保育再編計画Jを策定し、市
i血 域全体での認定こども図の設世推進をl別職化した。

組 平成26年度までに、公立1弘立を併せて5閣の認定こども闘が開国している。

状 平成27年"月には、公立の「図島南認定こども図J、私立の 「尾道めぐみ認定こど

I兄 も図JがIJflI却しfこ。
と

日比
果 成果指標 25年度実績 26年度実績 27年度目標 28年度目傑

認定こども闘数
4図 5闘 6匝l 。

(私立を含む)

l 平成23年 12月に策定した「尾道7而1(，1;学前教育 ・{呆育再編n+iiffiJのff実なliti11iのた
め、施設統合や民営への移行等について、地域住民や保護者の合意形成を図る必要が

線 ある。

題

I 平成23年 12月に策定した「尾道，1市t学ii布教育 ・保育再編JH!!!iJの活実な打民主lこ向
改 けて、 Hω京住民や保税者の合意形成を図るため、地元協議等を積極1的にi1主める。
普 2 子ども ・子育て支暖新制度が平成27年度から施行されたことに伴い、「認定こども
(f) 図Jの設世を一層打は主する。

方 3 平成28年度には 「因島北認定こどもl副Jが開閉する予定である。
l向

性
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評価点検シート 施策・21E業名 ドライシステムによる給食施設整備

教内総合推ヨ1s，mlij(桂卯11m，世ベージ '1 1 I 所~nlll! 附先制!
政策の相 2 さr一校 ・家庭 ・地域の協働による教育問Zづくり
基本方針 3 安全 ー安心で質の向洋樹齢立盤備

重点目標 2 安全 ・安心で質の?白山、学校給食胞設整備

目 自日J '1<全・安心なさfJ校給食の能。1，
1 学校給食施設の212加i

内 本市の年校給食は、平成26年度当初は、13箇所の脱出制理場及び5箇所の共同開

理場で給食調理を行い、そのうちドライシステムの給食方町設は、3施設であったが、

:&: 施設設備を行い、平成26年度末には、16箇所の単独調型場及び4節目fの共同調理場、

ドライシステムの主~.施設は 6 施設となっ1~

2 中学校給食の拡充

平成 25年度までは、中学校給食実施校は 17校中 4校であったが、平成26年度3

月から3校デリノサー給食を実施したことで、給食実胞校は 16校中7校となった。

取 1 ドライシスァムによる学校給食術生位迎基準に適合したさf技給食}jllifi止の整備を実施
正42瓦小学ト主主釘~fUM耳n場主irí&:);J"i，:業

組 向島中央小学校改築に伴う給食制理場の些出l

四百:Jr柄小学校lJH校に伴う給食倒盟場の整備
状

給食占部立のドライシステム化率 (1125年度)16.7% =今 (1126年度)30.0% 

1兄

2 中年州古食の拡充

と 中学校*ft食来実施校でデリノくリー給食を実施する。
平成26年度 3伎でそデノレ実胞 栗原中 ・町西中 ・百Ii崎中

IiJt 

成よ18旨標 25年度実績 26 "j三度完封4 27年度目際 28年度回線

県

中学校給食実施率 23. 52世 43.75% 75日日% 100.0% 

日長 デリハリー給食を3校で実施しているが、'1"込者が想定よりかなり少ない。

今後、地加するようにデリパリー給食に主Tする理解を深めていくことにより、申込者
組 が増えるように取組を行う必要がある。

改 1 デリパリ ー給食の理解を深めるため、 5L施校て明、~~~防対象とした試食会、 アンケー

茜 トなどを実施する。

σコ 2 平成27年2学JVJから新規に5校でデリパリー給食を実施する。
方

l白l

性
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号刊回点検ンート 施策・卒業名 市民への学習機会の提供

教育総合打ut(後期)計画抱J較べージ '12・43I 所管繰 |生涯学習課
政策の柱 3 集い ・学び・生かす生征学習の打伝些

基本方針 1 多彩で活力あふれる生涯学習の充実

1fI点目標 I 多彩な学習機会の提供

自 自力 市民への多彩な学習機会の飴共

1 教筏と生きがし、づくりのための学習機会の提供

生きがいのある心型:かな市民生日ーを実現す一るため、ライブステージに応じた峨々な

学習部座を開催する。

内 2 まちづくりに資する，、材育成

地域活動 ・ボランティア活動を促進するため、 まちづくりに資する人材育成に向け

容 て社会的諸活や地岐諮謎iの解決をテー?とした各種講座や協t員会等を実胤する。
3 様々 な生涯学習情報の収集及び提供

市民の自主的な学習を支緩するため、最新の学習情報を収集しながら、広報、公民

館だより、ホームベージ等により広く情報提供を行う。

1 教義と生きがいっくりのための学習機会の提供

生きがいや人づくりをテーマとしたおのみち市民大学講座をはじめ、公民館や自功労

背少年ホームにおいて主げ位向車等を実施した。

l担 2 まちづくりに資する人材育n.見

組 まちづくりをテーマとしたおのみら市民大学、市民団体ヰ当日生ボランティア斜と連
。ゐ 悦したおのみちキッズアェスタを実施した。また、まちづくりリーグーの養成やボラ

1兄 ンティア活動の促進と し 、った社会的官辺沖地枝記"題の解決をテーマ lこした誠座 ・ ~Itu~

と 会を1識し、生涯学習椛庄の充実を図った。
成 3 椴々 な生涯学習情報の収集及ひ%Wt

来 関係限海の学習情報を収集し、広報 7スコミ等の活用やホームベージ、 公民館だ

より、チラシ等により市民、関係団体への抗糊提供を図つむ

日矧ミ指傑 25年度実認i 26年度実紋 2i年度目標 28年度目標

まちづくりをァーマ
1，420ノ、 1，580人 1，600)、 1， 650人

としたU~佳受i品者数

1 教義や生きがい等の個人の~~誌に応えるため、 身近で多様な学習機会を提供してい

限 く必要がある。

2 今後も、開{苛機関等と連併しながら礼会自明m.lmや地域訴泡に対応した時度、制寅会
l!ri を実施し、市民の訴、題解決に向けた工η龍とまちづくりへの気起を喚起していく必要が
ある。

3 最新の生涯学習情報を分かりベ吋く市民等に提供していく必要がある。

1 フイアスァーγに応じた様々な学習統座を開催するとともに、H也域の人材を拙Oiliと
改 して活用するなど身近な訊ほとして実胞してして。

普 2 社会的な要請に応えて現代(Jga
の g~~怪を展開してして 。
方 3 広報やホームペーシ、公民館だより等の充実を図ってし、く D 平成25年度から、ilil'W

I向 員告}が市政に闘する説明等を行う r1:1:¥ (]1îK.m主I を IJf~始しており 、 今後も 、 その内容を
柑 広報やホームベ ジ等で周知する。
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手I'i，ui点検シート 』制T・事業名 公民館の充実

教育総合地韮計画(後期日掲'1世ベ ジ 44・45I 所管課 |生涯学習課
政策の柱 3 iRい ー学び・生かす生涯堂習の打民主

基本方針 1 多彩て活力あふれる生涯学習の充実

lli点目標 2 市民が集う生i理学習{処在の碓立

目 的 公民館の充実

1 多彩な学習プログラムの充実

市民のニーズベ引!!J1虫干上会のニーズ、市の政策を反映ーする講座の充実に努め、出前日早l題鮎古人中

地瑚f糊生をテーマとした訴僅を1m位する。

2 幅広し、利用拡大に向けてのl仕組

内
各公民館が特色ある事業展開を行い、成人男性ベ若者、子育て中の日胤等の利用拡大を図る。

3 職員側'~の充実

{ 者
公民館職員の資質を高める研修会を実砲する。

4 公民館のあるべき姿の確立

生涯学習の拠点及びまちづくりの処有としての公民館の将来像を有限Cilll!題として調査・研究

を進めながら、公民館運営及U理事jtの充実に努める。

5 公民館の施設整備

生iII学習の拠点及びまちづくりの拠【t機能を果た「ため公民館の施設整備に努める。

1 多彩な学習プログフムの充実に向け、中央公民館において、市の政策を反映する囲碁大会や

おのみち旬主再発見抗座等を、また、地図唱においてJillI鰍抱解決や制II耕地をテーマとした

講座(学習プログラム開発 ・榔 tモデルヨ陳平オンリーワベ喋)を関a奴 ・関ぽ団体と溺4
取
協追加!る中で実胞した。

五丑
2 幅広し申l用拡大に向けて、魅力ある誠座の附世に努め丸また、公民館だよりを発行する館

状
が増え、学習↑古報や地域活動等の情報提供に努めた。

況
3 職員キャリアアップ司HO?(学習プログラムの作成方法・紫案作り、パソコンスキノレアッフヲ、
おのみち公民館いきいき講座の実施や関係団体等の日H官会への参加等により職員研修を実施

と U~ 
成 4 「公民館のあり方j について、受益者負担l判断jth1に検INしてし、くこととした。
果 5 東生口公民館の縮技整備に向け、建設場所となる旧東生口小学校の解体撤去工事を行った。

成果指標 25年度実;jki 26年度実131 27年度目標 28年度目標

公民館主催講座
33，700人 36，200人 36，5叩人 36， 700人

受講者数

l 各有吉畦座が、より効果的な活働となるように、引き続き調査研究する必要がある。

課 2 立性や高齢者カミ利用者の中心であるため、より幅広し年齢層の利用貯大が必嬰である。

3 lI!l域に密着した、より魅力のある公民館の実現に向け、職員の資質を高める必要がある。

題 4 市内0)公民館が均慌を保ちながら、より充実した生涯学習 まちづくりの処的面設として機

止するよう公民館のあるべき姿を継続して求めてして主改がある。

改 1 市民のー ズや地般のー ズ、市の政策を反映する説座の充実に向けて、右目話。工夫に努める。

菩 2 サークノレ干l問者ヰ地場図体等E意見を参考lこしながら、幅広し、1山吐:<1:，利用者L犬にI却すて、特に若
。〉 者、子育て世{切苛i閉しゃれヨi喋展州こ努める。
方 3 職員の資質を高める胃H~の充実に副主事t して努める。
向 4 「公民館のあり方Jについては、さらなる公民館の機能i及ひ軍営の充実にI古Iけて、調査 ・研
性 究に努める。
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評価点検シート 施策・事業名 生涯スポーツの制民主

教有総合引ぱ鼠十回(後WJ)j邸主ページ 46 日rT!:a保 生涯学習am
因島瀬戸問地峡教育現!

政策の柱 3 集い ・学び・生かす生涯学習の打fjjj;

基本方針 つ スポ ツを楽しみ体力と健康をi曽進するEiは1lづくり
重点目線 1 フイフステージに応じたスポ ツ活動の兆五t
目 自1 自らスポ ツを楽しめる探鉱づくり

1 生涯スポーツの抗伝韮

内 (1)スポーツ推進委員によるニュースポーツ等の普及活動の充実

(2)市体育協会主催のスポーツ大会の支!t.各地区体育協会の活動支暖
R生令F同 (3)スポーツ教室部習会の実施

[1&組l
1 スポーツ打総与委員の資質向上として、カローリングやスナッグコJノレフのfir及活動を

行った。

ニュースポーツ等の普及活動として大会の1m在、 U従:指導を行った。

2 尼道市体育協会主催のスポーツ大会の支援 ・各地区体育協会の活動支援として、ス

ポーツブェスティパノL侍の大会運営を支医した。

取

組 [成果]

状 1 スポーツ打総主委員による放am後子ども教室 ・PTC等の各毛f!団体への派出指導 45

i兄 巨I(大会運'Id;補日}J含む。)、主俄大会の開催による普及活動で、ニュースポーツに対す

と る関心とスポーツへの参)J目立柑、の荷揚を図ることができた。

成 2 足道市体育協会がスポーツ7ェZティパノレト1.宜技大会を開催し、延2.960名の参加

果 をt尋tこ。

成果指貯、 25年度実紅白 26年度実絞 27年度目標 28年度目棋

スポーツ施設
1，399，792人 1， '109，197人 1. 450， 000人 。

利用者数

llll! 
1 尾道市体育協会の自立化;1;'¥実現したが、スポーツ活動がより打b草されるよう連携を
密にしていく必嬰がある。

題
つ スポーツ相む韮委員の人数が毎年少なくなっている。

1 市体育協会号外地区体育協会とiili挑を2Eにし、より一層スポーツ活動の地韮に努め l

改 る。

話 2 誰もが気絡にスポーツを親しむことができる段境づくりをtili韮し、スポーツ，、口の
。コ 地加に努めるとともに、リーダーとなるべき只ポーツ行ぱ主委員の発掘 ・育成に取り組

方 む。

向

性
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評価点検シート 施策・事業名 敵役スポーツの向上

教育総合打倒回I-illii(1創朝)15'1在ベージ 46 I所管問lI生1庄矧総
政策の柱 3 集い学び生かす生涯学習の封f必

基本方針 つ スポ ツを楽しみ体力と健JjJtを増進する環涜づくり

重点目標 1 ライフスチ ンに応じたスポツ活illIJ<1lti白韮

目 的 自らスポ ツを楽しめる涼庇づくり

1 競技スポーツの向上

内 (1)スポーツ活[DのIVJnl'

目々三r (2) トップPアスリート等の招~!J

(3) rIi体育民治続投団体汲びスポーツ少年団の活動支m
[取組I

1 スポーツ活ITV，〆〉助成

全国大会や国探大会に出場する地元の選手等を支援するため、i1!手品び1114号ーコーチの佃

入 団体へ活動助成金を交付し1二。

2 市体育協会競技団体及びスポーツ少年団の活動支援

19の地区体育協会、30の競技団体、48のスポーツ少年団に対し、大会運営 (広報活動 ・賞

品提~ll ・活町出h成等の支tl1を行った。

3 背少年7_;-J{ーツ育成強化のれ礼者から、「遊V'i!lHDJJをテー7 として、4・5ij~の幼少から参)JII
JI'! できる「キッズスポーツ似験教重訂を実施しt:.，
主且 (nUJ 
状 I 市民のスポーツ意識の高揚と、税民力の向上を支tl1する耳IJnl'制度として周知を図り、

況 391人の個人団体に活用された。

と 2 各地区や続投団体において 大会や人材青此の市助が行われt:.

成
3 平成 25、26年度実Utで6雌自のキッススポーツ伺帯主教室 ωミけっこ等)を行い446人の参

果
加があったe

Ji)iJ樹首際 25年}J[;J，二村{ 26年度突出ti 27年度目際 28年度目原

全国大会出ι場者数 308人 391人 じタ 。
1 団員の減少等によるスポ- :;;~よ年回の登釘両球少。

2 団体貸付していないクラブチームにおいても、十1'#成只不足で大会に参加!できなし、等、自立技に

~ よって参加者数が減ィ1イ~Í1古lにある。

題 3 トップアスリートの招早!P-IJ:業[土、平成 27年肢が3'1ド計画の最終年度であり、トップアスリ

ートを招科して主主伎大会を開催する干定であるが、より多くの市民が参加lできるよう大会内容

。〉検詐fが必要である。
競技力向上には、スポーツ人口の底辺拡大も大きな~:;十'であるため、スポーツ1年団への主

改
援世l化、その指導者育成文援、団:'1t錦の推奨を1，主主古川こ展開してし、く。

苔
2 1'11体育協会と illI貯 i を図り 、 キッズスポーツ(~;!験抑留を附催し、 将来、 スポーツ少年団等にm

恒jil-Jに参加lできるよう、割以P則からスポーツに殺しむ機会を提供寸る。
。〉

方
3 トップアスリー トとして、プロゴノレプァ を招刺しゴルフ大会をHM依する千定であり、関係

向
団体と協議しながら大会内容を検汁し、子どもから大人まて守世話広く参加してもらえるよう単備

性
を進めてして。
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評仙点検シー ト 施策・事業名 スポーツを通じた交流旬'){!E進

垂『肯総合打'Ðlli~国í (j長JVIl掲lli¥!ベージ 47 I所管課 |生涯学習淑
政策の柱 3 集い ・学び・生カ寸生涯学習の抗民主

基本方針 2 スポーツを楽しみ体力と他肢を噌進する環境づくり

重点目標 1 フイフスァージに応じたスポーツ活訓jのliN!!

目 的 自らスポーツを楽しめる環境づくり

l スポーツを通じた交流の促進

内 (1) f也市町との交流(少年スポーツ親善大会等)
( 2 )異世代間の交流(ニュースポーツ等の」己及)

名h手 ( 3)市内各地域の交流(市体育協会主催のスポーツ大会等)

[取組1
1 他市町との交流(少年スポーツ親善大会等)

尾道市 ・今治市スポーツ交歓大会(毎年交互に開催)を今治市で開催し、 3競技

(サッカー ・ミニパλケットボーノレ軟式野球)を行い、191名の小 中学生が交流

した。

2 異世代閣の交流(ニュースポーツ等の普及)

カローリング ・ベタンク等のニュースポーツの教室、大会 (λポーツJi[j韮委員IhLM院
取 会主fllDを開桂した。
組 [成果]

状 1 f也市町との交流は、毎年新たな交流を生み、スポーツによる親善に寄与している。

?冗 2 異世代nrJの交流は、ニュースポーツ派遣指導等により、幅広い年輪層が一つになっ
と てスポーツを楽しむ場となっている。

成

果 成果指標 25年度実jff 26年度実紛 27年度目標 28年度目標

スポーツ大会 ・誹習
7，827 )、 7，54日人 8，000人 cタ

会等参加者数

1 市内全域での盛り上がりを目指して、ーユースポーツの地区対抗の大会を開催して

担! いるが、参加に偏りがあるなど全市町Jな参加にまで至らない。

題

1 異世代間交流 ・各地域の交流を図るには、未経験者でも楽しめるーユースポーツが

改 効果的であるため、ユポーツ行匂韮委員によるiJFcil1指導事業の周知、総合型地域スポー
普 ツクラブとの連携等により、より全市的な普及を目指して行く。

。コ
方

向

性
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評価点検ンート 胞策 . "J~業名 スポーツ施設の整備

教育総合推進計画(核抑Il掲i肱ベージ <18 所管ltm
生涯学習需拡

図品瀬戸田j也i世教1:1lliH

政策の性 3 ~い学び・生かす生涯学習の11l.ii主

基本方針 2 スポーツを楽しみ($:力と倒sEltをli:lilliする環境づくり
重点目様 2 スポーツ1tmii止の充実と活用
目 的 スポーツ施設の充実と活用

内
1 スポーツ施設の整備

(1)市民スポーツ広場の機弛充実
{ 在

(2 )その他のスポーツ古続主等の整備

[J&H!J 

1 市民スポツ広場の機能充実
東尾道市民スポーツ広場について、防球ネット ・封iノkhIE-dt整備 -El車場f;ili装工Zl碍主

の整備を行った。

2 その他のスポーツ虫館et盤備

取
(1)御調ソフトボーノレ隊場のB'C球場一の坊球ネットを新設及びかさ上げし、 5.R 

場に新たにι光掲示板を設置した。
1且 (2 )瀬戸田中学校のテニスコート 3函に人工芝を探り、夜HlHKWJ設備を整umした。
状 (平成27年5月から開放)
況 [成果l

と 1 東尾道市民λポーツ広場については、整備計画に基づき整備しており、IVifRヰッ卜

成 設置・排水占師支援備駐車場舗装工事により、利便性・安全性が向上した。利用者は、

果 平成25年度29，353人から、平成26年度は38，.137人に増加した。
2 御調ソフトボール球場は、古白剤査官'jiHこより利便性が向上し、紘習 大会等各紙スポ

ーツ行事に広〈活用された。利用者は、平成 25;1三度 33，528人から、平成 26年度は
38，246人に増加した。

月間指標 25年度実紋 26年度実績 27年度目標 28年度目線

ユポーツ施1生
1，399，792人 1， '109，197人 1，450，000人 。

利用者数

1 東尾道市民スポーツ広場は、校技団体だけでなく広く市民に|淵か九た古昔』になるよ
う、整備計画に基づき盤備を行っている。現在、これまでの剖闘に加えて北面グラウ

課 ンドの芝生化等が求められている。

題
2 i却調ソフトボーノレ球場は、平成28年度の全国高等学校五t合体育大会のIj!H距に向け、
D球場防球ヰット設世、日球場法而修繕工事、 トイレの洋式化を行う必要がある。

3 旧生口中学校の体育館のE主替え及びグラウンドの芝生化を行うi::.~さがある。
4 各施設の老朽化により強備や改修しなければならない箇所が増加している。

1 東尾道市民^ポ ツ広場の整備については、関係線、関係団体と協議をmね、整備
改 計画を見直し、平成27年度中に芝生化等のE231委託を行うなど、計画的に施設改善を
善 進める。
の 2 i，却制ソフトボーノレ球場の整備については、大会開催までに整備が完了寸るよう計画
方 的に実施する司

向 3 旧生口中学校の整備lこついては、地元や関係団体と協縫を箆ね、平成28年度以降、

性 設計委託等、計画的に事業を進める。

4 各施設の老朽化による主主倣ベゼ'<11庄はJ回世の耐周年数が延命となるよう工夫をする。
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評価点検シー ト 組策."Ii業名 芸術・文化行事の開催と活動支媛

教.m~丹昨tilli ，lt~1可(怯)91) j~.j~^' ジ 49 I所管課|文化探知史
政策の住 4 芸術文化の継承と右l随

基本方針 1 心豊かなEERiを育む芸術 ・文化活動の推進
重点目際 1 心豊かな感;~Iーを育む芸術 ・ 文化活動の推j韮

目 的 芸術・文化にふ九殺しむ機会の充実

1 芸術・文化行事の開催

内 2 芸術文化活動の支m

廿~ 

1 芸術・)(化行事の開催

i虫 市民音楽芸能祭は、音楽祭と芸能祭のそれぞれ日曜日開催としたことで!世井討首砕を

組 上回った。他にも銀賞、新人語"奏会、けんみん文化祭などを開催し、芸術文化の発表

状 鑑:it交流機会の充実を図った。
況 2 芸術 ・文化活動の支媛

と 尾道市文化協会事業()!f!，道の美展、 秋の茶会 ( しまのわ茶会) 、 「尾道文化J 発 FI，"I>~住

成 等)の支援を行い、 芸術文化の仮夙lを図った。

果

指
成果指lf

25年度 26年度 27年度 28年度

標 実fJ{ 実績 目4票 目標

市民音楽芸能祭
485人 553人 600人 650人

参加者数

1 芸術・文化行ZlEの開催

1m! 
芸術文化行事への参加者主主唱力[Jへの取組が必要である。

2 芸術 文化活動の支緩

M!1 
引き続き各文化団体とのiiiJ8tや支援を行い、芸術文化の振興を図る必要がある。

1 芸術・文化行事の|制限

1m!出日程や会以訟定を工夫し、より多くの人が参加しヤ打、環境を整えてし、く。
改 2 芸術・文化活動の支媛

普 尾道市文化協会をはじめとする文化団体への、芸術文化に関する各抑制報提供や1
。〉 化仮興助成事業なとずに努めることで、活!f9Jの活『ド封じゃ裾Ef拡大などの支緩に取り組む。
方

1向

f上
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誤ヰ面点検シート 施策・事業名 囲碁のまちづくり活動の支援

教育総合行邸主J十両(後JUII出主ペ ジ 49 I 制限 1 文化仮処;m~
政策の柱 4 芸術・文化の継承と剣道

基本方針 1 心豊かな!謀性を育む芸術 ・文化活lf9JO)邦正ffi

重点目標 1 心些かな1~性を育む芸術 ・ 文化活問阿〉祁必;

目 自ヲ 芸術文化にふれ殺しむ機会の充実

内 l 囲碁のまちづくり活動の支援

容

1 市技団悲の普及 ・発展を図るための1lj民活動支援

( 1 )囲碁大会や各稲1週碁教室等の開催支屡

ア第65回本因妨秀策囲碁まつり

7月に開催し、プロ ・7-"".7戦、クラス別競技大会などに全国から延べ 255，、の参

加があった。

イ 第66回本因坊秀策囲碁まつり《第4回女流秀策停》

1月に女性限定の大会として附俄した。女流プロ アマ戦、クラス別競技大会な

どを開催し、延べ91人の参加があった。
取 ウ 第日回尾道市民団碁大会
足直 初.c.高から有段者まで広く市民を対象とした困恭大会をI)fHttし、 197人の参加があ
状 った。

況 工事HA苦子ども囲碁教室女性四悲教室

と 小中年校、高等学校、公民館及び尾道迎賓館等で囲碁教室を失施した。 22会期で

成
856回、延べ7，879λの参加があった也

果
オ 碁ランティア
観光客など来訪者からの要望に応じておiランティア(囲碁の対局ボランティア)

を宿泊先などに派泣し、交流対局する事業を尖施した。

カ虎ちゃん囲碁まつり

市内で囲碁教室に参加している児髭 ・生徒を対象に、棋力認定の大会を実胞し、

30人の参加があった。

(2 )囲碁タイトルi監の開催

ア第39回棋聖戦第3馬尾道対局

2月5日-6目、八ラビスタJJtガ浜で引叫裕太棋聖と111下敬吾九段の対局があった。
成果指標 25年度 26年度 27年度 28年度

実績 実績 目標 目標

囲碁教室参加者数 (延数) 8，000人 7，879人 8，000人 8，000人

課
1 市技囲碁の普及発展を図るための市民活動支援

市内囲碁愛好家は高齢の男性が多く、若年層や立札への普及のJ&i'且と、指導者の育成

題
を進めていく必要がある。

改 1 市技囲碁の普及発展を図るための市民活動支援

普 子どもや';f5い年代への普及については、図ILが分からなし、人でも気軽に参加できる教
の ~の PRに努める。 また、女性限定の囲碁まつりのn目的!な どを通じ、四1Fに制~-Lる機会
方 をt曽ゃれ

向

fJh 
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許可日!点検シート 施策・'1ι業名 読む活動・調査司&t:活動への支m

教育輯合iitiJt，1仰m(怯灼日 jg，ll<ベジ 50 I所管制， I生雌学習訓!
政範の担 4 芸術文化の継承と創造

基本方針 l 心泣かな感性を育む芸術・文化活WW)打叫主

盤町、目標 I 心豊かな感性を育む芸術・文化活抑110)行61主
目 的 読書活動への支援

内 1 図松下由及び子ども図書館の充実

( l )必要な資料のflY報提供をナる。

7:i 手 (2 )子どもの読書活動を支援する。

I 区l空間官及び子ども図書館の充実

(1)必要な資料のf!?報提供

ア 図書館だより、さんにちひろば、尾道ケーブノレデーレピ等を通じて 新着図書

の紹介や、毎月テー7を決めて図5554示を行った。

イ レファレンスサービスの充実に努めた。

(2)子とPもの読書活動の支援

ア おはなし会を各図書館で行った。

取 イ 訪L:任感想文の募集を行い、人i望者ーの表彰と優秀作品の託金砂智文集を作成し
t且 た。

状 ウ 図Q~fi曜から遠い地域の小学校 ・ 1;i沖世間 保育所告~1::1ijJj 1回、移動図書館車

i兄 で巡回をした。

と エ ブックスター ト事業に参加し、 読むの必嬰性ベ宅l~~ 館の紹介を行った。

成 オ 尾道の民話紙芝居の作成と普及に努めた」。

県L ( 3)入館者数及び貸出点数

前年度に比べ、入館者は49，388人減少、 貸出点数は39，753点i威少した唱

成果指快 25年度実払 26年度来紅i 271:1三瓜悶傑 28年度目標

入館者数 522，666 )、 473，278人 512，000人 550，000人

貸出d戸、数 789， 768点 750，015点 775，000点 800，000点

入館者数、貸出点数の減少

鵠l 入館者数、貸出点数とも減少した。利用者別への取組Jが必要である。

題

改 1 荊IHI者に対し、事f庁1Iのお知らせ方Ittや図書照不の方法を工夫寸る。
誼 2 平成 27年度から、指定管理者による管破 -iiEVilとなったo 開館時間の延長、24時

の Il:J貸出口ンカーの設位、開館日の増加l、返却場所の新設等新しし、JIiui1iにより、 手l問者

カ 貸出111倣のt仰刷、期待できる。
1向

性
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許制点検シー ト 施策事業名
絵のまち尾道四季展事業 ・同校生絵のまち尾道四季展

事業の実施

教fT総合Heilli，汁画(佳!明)m，l.ページ 5 1 I 所管課 |美糊
政策の柱 4 芸術 ・文化の継承と創造

基本方針 1 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の打M
ILEE目標 1 心世かな感性を育む芸術・文化活動の打μ主
目 自ワ 芸術活動の相似i

l 芸術活動の推進

内 ( l)全国胎画公主主展を開催し、芸術文化活動を通じた市民交流の促進を図る。

ア 絵のまち尾道四季皮，を実施する。

宅白井長 イ 高校生絵のまち尾道四季皮，を芙胞する。

ウ 絵のまち尾道凶季!毘及び高校生絵のまち尾道四季限受1l:f乍品の展覧会を実施す

る。

l 芸術活!WWJj世進

( 1 )全国絵画公務肢を開併することにより、市民が日常的に芸術文化に削れ、心盛か

な感性を育む環筑づくりを作込できた。

J& ア 第 16回治のまち尾道四季展を関佳し、 757点の出品があった。また、過去の

j且 グランプリ作品を展示土11日し、広く市民らに鑑賞機会の提供に努めた。

:t). イ 第8回高校生絵のまち尾道四季展のZlE業計画を策定し、作品募集広報を行った。

i兄 また、 過去の尾道賞作品を市役所ロビー等に展示1.~DH し、市民らの鑑賞機会の充

と 実に努めた。

成 成果指標 25年度実績 26年度期I 27年度目様 28年度目標

果 絵のまち尾道四季展

の出品数
757 A正 900点

同校生絵のまち尾道
439，庶 600点

凹羊!毘出品数

l 絵のまち尾道四季展は、昭和58年に「第 l回展Jを開催して以来、30年以上開催

を絞ける中で、l1!!主主0; 事Fド上を活かした固有の~J~業として定治している。 また、 H也行1m

{世にも関わらず、出品数も1，000夜を超える状態を維持していた。しかし、第 16回皮，

n叩m から賞金額を減古員し、それが今回の出品数減の要因のーっと考えられるため、今後も
出品数増に向け、より%')傾向]及。号JJ!i'd'nなPR等に努める必要がある。

2 高校生絵のまち尾道凶季展も第8回を数え、高校生を対象とした全国絵画公広肢と

姐 して定着しているが、前回の出品次がi成ったことを踏まえ、また、今なおti仏も校の地

域が固まっている傾向があるので、今後更に、 来出品校を中心に、全国規検で広報に

努める必姿がある。なお、民い上げとなる尾道1'1:作品の有効活用についても、同じく

買い上げ賞となる絵のまち尾道四季展グランプリ作品と併せた展覧会等の実庖を、今

後検討する必要がある。

改 絵のまち尾道凶季展 回目.>'1校生絵のまち尾道四季限双方は、足道の特色を活かした他

苗' に類を見なし 、羽抑)Á~な事業であり 全国公募展として定品'している。今後は、よりー

。〉 府の知名度のl向上を図るためにも、要項ポスター チランの配布、新聞雑誌等幸11

"}， 送機lFlへの税極的な情報能供やホームベ-:/の充実なと日で事業の周知、PRを行う。

I向

性
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iÞ~価点検シート 施策'"1工業名 尾道市美術展事業の実路

教汗総合計民民国TI(後j!川出主ベ ジ 5 1 1所管課 |制御

政策の柱 " 芸術 ・文化のllVll;と自Ili圭
基本方針 1 心~7ρなJ凶日を育む芸術文化!2ilfDJの打凶主

1fl点目標 1 心豊かな感性を育む芸術文i~!2ilfYJの打倒主

目 的 芸術活動の折filli

1 芸術活動の村長illi
内 (1)市民の創作都立を喚起し、その奨励に取り組むことにより、芸術文化意識の高級

を図る。

が'@"・ ア 尾道市美術展事業を実砲する。

l 芸術活動の椛4
(1)芸術文化を愛好する市民らの創作fd、を奨励喚起し、広〈芸術文化活動への参加
すw;を高める機会の充実を図った。

I血 ア 第58回尾道市美術展を開催し、273点の出品があっと。

t且
状

i兄

と

成 成果指傍 25年度先払 26年度実績 27年度目傑 28年度回線

果
尾道市美術展の出品

282 }e( 273点 C二〉 330 ，S，i. 
，在数

1 出品数は3ω 程前後で推移しているものの、少子日附化に起因する出品者の高齢(困

定)化などの要因から、減少傾向にある。今後は、現叫品Il持のために若い世代の一般

n!t~ 出品者の更なる裾野を広げてし、くための取り組みが求められている。

題

1 更なる出品者の"ttJiillFを広げるためにも、各分野の指導者や市内各高校、また昨年度=

改 で終了した尾道知b'H者美術灰，出品者に対し、出品を促すよう働きかけるとともに、ポ

品「 スター ・チラγの妃!布、新1m.雑誌if報道機関へのf1H，1u'Jなf141報提イJtやホームページ
0) の充実などで事業の周知、 PRをする。

方 また、ポスターのデザインに関しては、今年度も市内向校生を対象として公募する

I向 予定である。
性 なお、平成23年度から刻苗してし、る、入選者全員を対象にした入選通知発行に闘し

ては、出品に井r.rる喚起奨励及び展覧会来場を図るために継続実施する。
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討布fi点検シート 施策・事業名 アウトリーチ活動の打凶主

主主ff総合j作:il!!州西(怯j明)I副主ペ ジ 5 1 I 所管線 |文化振興限
政策の住 4 芸術 ・文化の継取と創造

正面本方針 1 心貨かな感性を育む芸術文化Ii'i~VJの拙4

重点目標 1 心豊かな感性を育む芸術 ・文化活動の封ば主

目 的 アウトリーチ活動の推進

音ι知ワまちづくりlJ'業の環として取り組む。
お14業は、市内幼稚園・保育園、小学校、中引去を中心に償基普通d耐 2し、子どもた

内 ちが心坐かな感位を育むことができる芸術文化活動である。

容

市内~J枚岡 ・ 保育図、 小学校 ・ 中学校、 指導教員を対以にアウトリ チ活動を実施。

音楽を聴く力、瓜'!sするカを育む取組を行った。

1& 

組

状

況 目矧部言襟 25度実紘 26度実績 27度目傑 28年度目標

と

成 7ウトトf実施箇所欽
19箇所 19箇所 6箇所

来 参加1円54数
832人 735人 250人

音楽の42r及、芸術文化へのlFl心を高め、 子ともたちが心些かな側主を育むことができ
tt るよう、今後も取り組んでいく必要がある。

組

アウトリ チ実胞の場所や内容等を含め、見直しを検rf寸)ーる。
改

普

の

方

向

性
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frlfl曲点検νー卜 施策・2jE業名 出!均読書活動

教n総合~Iilli計画(後押D j芯l立ページ 5 1 I 所管制!I生涯学習説:
政策の柱 4 芸術 ・文化の継承と創造

基本方針 1 心豊かな感性を育む芸術 文化活動の村地

ill}，~目標 1 心豊かな感性を脊む芸術文化活動の打U些

目 (I'J アウトリーチ活動U対1は主

1 出前読書活動の明記韮

戸、l ( 1 )保育所、幼稚園、学校等で、紙芝居ベaおはなし会等を実悔した。

(2) iIiのイベントの日制陸時に、商府?IIなどで尾道の民話紙芝居を上演しTこ。

容

出前説;~活動の打陸

(1)保育所、幼稚園に職員が出剛、ての紙芝居やおはなし会、また、小学校や中学

校でブックトークを行い、言fd苔機会の提供に努めた。
(2)尾道みなと祭り(4/26)と尾道キッズブエスヂ (8/2)、ベッチャーまつり ([1/3)

J& で民話紙芝居の上演を行った。

五且

:j;I~ 

t兄
と

日比

身L

日矧L指標 25年度実iJi 26年度実績 27年度目標 28年度回線

出前読書剛山回虫 99回 107@1 110回 120回

中央図書館では移動図書館の巡個時におはなし会を行っているが、スケジューノレの

ID問"、 都合で、要望に十分応えられていなし、

組

1 巡|旦|経路の五OJ字化に努め、 少しでも多く の~ilに応えられるように f る。

改 2 紙芝居の団体貸出を地やすため、小年一校、幼!iIf問、保育所等にPRしてし、く。

吾J3 「ばんより型Iのミニ移動図書館「おのぶらりIをキl聞したおはなし会を実施する。
。〉

方

向

性

1
 
5
 



評価点検νート 組策 3蜘 |重要刻出保倒喋

教部合側十問 (i釧1)刷 ベージ 5 ?所開 |文化仮興限

政策の柱 4 芸術 ・文化の継承と創造

基本方針 1 心豊かな感性を育む芸術 文化活動の長民主

重点、目椋 ワ 誇りある芸術ー文化の組泳と活用

目 的 刻印fの継;五と活用

内 1 文似材の前干ー・{完投の実施

容 2 文化財の愛1121fi判明育成

1 文化財の保存保全の実厄

国宝やiEEE文化pオの保存保全の支援や登主主文化財制度の活用による文化財の組獄、
;?J:li田啓発を図る。
(1)国宝 ・重要文化財の修理事業t抗M

ill嬰文(l1吋建造物のf!i'，存修理及叫ノ~0~設備の整備を行うことにより 、貴重な文化H吋

を後世に伝えることができた。

(2) }l':録文化f叶の調査 ・研究 ・資料収集及び益録の千iぱE

J& 尾道市内の建造物 言E君、物を調査研究し、 l宇|の登録文化財の申請を実施しt:ら

t且
( 3 )尾迅市歴史的夙蜘|婿向上計画の術韮

:jj~ 
尼.ill市歴史文化器本構侶U及び尾道市文化財保存活用計画に基づき、尾道市歴史的風
致維持向上剖函に沿って事業に取り組んできた結巣、平成25年度文化庁長官表彰を

l兜
受賞しt:.

と
成果指標 25年度実績 26年度制iI 27年度目標 28年度目標

成

果 登録文化llf!1< 32 33 34 34 

2 1化財の愛秘仏'1'1'の育成
文化財愛~JQ~少年団の活動や講座、 司H芸会を過して文化財愛殺jW~I'の啓発に努める。

(1)尼通市主;イl11十愛被告制団を結成し、学習活動を通じて、文化財及ひ切土の伝統文
化への変説*，~j:和 l'が宥まれるよう組統的に活動を実施した。
ア 小学生を対象にした体験学習、洋上セミナ一等の開催を迎して教育活動を実施

することにより、文化財を変説する布桝!の日'，'itMにつながった。

成果指標 25年度実績 26年度実MI 27年度目線 28年度目標

刻印小Wil.蛇』、年団員数 120 95 120 130 

1 文イじpオO)(!i'，全保存

鵠i 国宝 ・ 重要文化財伐~造物)を所有している寺宇完の|防災設備は、 老朽化による経年劣

化が進んでいる。

1m つ 文化財oコ変謎粘神の育成
!え~fú:昔訟の減少lこi'I'\、団員数が減少している。

改 I 刻印オのi早L全 ・保存
醤 総合防災の視乾から整備が必要であり、 尾道市区史文化器本間A忠告7を基に平成26
の 年度から総合防災卒業に着手した。国 ・県と協議しながら順次、実施干定である。

方 2 文化財の愛i盛和桝的育成

1句 愛1量判やl'と郷土愛をもっ児童を育成するため、興味ある学習会の開催により参加者

{柑 を~~集し団員数のt由加を目指す。
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評価点検シート 施策 事業名 美術品等の収::m及ひ官同査研究の実施

教rr松ず判官J1!iJH百(佐即時弘|主A ジ 52 I所管限|美慨
政策の柱 4 芸術・文化の継承と創造

基本方針 1 心泣かな感性を育む芸術ー文化活動の打ぱ主

ili点目標 つ 誇りある芸術 ・文化の紺敢と活用

目 (I'J 美術芸術の組涼と活用

1 美術品等の収集及び調3ま研究の実施

内 I山]Xゆかりの美術品等の収集 ・加階研究 ・活用に取り組み、芸術文化のまち尾道の

顕彰に努める。
訂~占』ト

1 芸術舌動の抗E進
美討刊官運営委員会の意Fむ肱耳元のもと、美術品の収集を行い、芸術文化のまち尾道の
顕彰に努めt::o

l血
k;1l 

i犬
I兄

と

成

果 成果指骨、 25年度実績 26年度実1，1 27年度目標 28年度目標

l奴1版作品ι4Z数 1，504点 1，506点 c会 ι三〉

1 尾道市立美術宮鍋品等収集御方針に準じた美術品の収集に努めるとともに、地 |

域ゆかりの文化的資源、を未来へと継承していくための、基縫的情報の収集及。句f究に

間! 努める必喜さがある。

組

l 美術品収集に関しては、本rIiの財政状況に鑑み、Ilfl;入による収集は困難であること

改 から、引き続き寄附を中心とした収集を行う。

世 2 収集した美術品の適正な保存 TI理及ひ7加古品展を開催することで、計画的に市民
σコ への公開を行う。
方

防!

干上
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許価点検シート 経策・事業名 魅力ある1化地花tの充実

教育結合h'1~J t.ìffi i (佐]明)I邸主ベジ 54 I 所管課 |文化振興課
政策の柱 4 芸術 ・文化の継承と創造

基本方針 2 個性を生かした芸術・文化瓶投の充実と.iili玖

重点目標 1 魅力ある芸術・文化胞絞づくり

目 Ú~J 魅力ある文化施設の充実

内 1 尾道の文化に削れることができる魁力あるj庖設の充実

容

l おのみち文学の館、おのみち映加資料館、おのみち!lZ史博物館の活用による資料の
収集、研究、保存、展示の実施

(1)おのみち文学の館特別展示の実施

おのみら文学の結では、本市ゆかりの文年三百4の命日に合わせた特別展示やガイド

による語る会を実施し、文学者の顕彰に努めた。

(2)おのみち映画資料館特別展の実施
常設展示に加え、ゆかりのアニメを顕彰した特別展 「誕生 1日本のアニメJや昭
和30年代のポスター展を実施するなど、映画文化のPRに努めた。
(3)おのみち歴史博物館

取
所以品展に加え、特別展 「知ら札ざる尾道仏教美術Jr和作と菱雨幻の二人民J
を実施するなど、歴史文化のPRIこ努めた。

組 ワ おのみちlnかど文化絡や尾道迎賓Þ:iiの活用による市民の劃I~文化活動の促進
1!; おのみち街かど文化館は、尾道市立大学リテライトスダジオと して公開誠座や美術
i兄 作品皮，示のほか市民文化団体。:作品展示に活用された。また、尾道迎賓館においては、

と 凶器拡主をはじめ多目的な文化活動の場として利用が図られた。

成 3 本因坊秀策図除記念館による囲碁文化の継瓜と板!IIl

来
(l) j:M I日本因坊秀策画碁~c;念館子とdも囲拡大会
小 ・中・同校生等の参加による囲碁大会を開催し、四」もの仮!IIlを図った。

( 2 )紡L-:者 中級者囲碁教室四碁教室
毎月定期的に囲碁事f室を聞き 、 四日~の普及に努め1こ勺

(3) しまのわ茶会
ヲ号策生家においてしまのわ茶会をIJfH世し、文化交流を図っTこ。
成果指除 25年度実績 26年度!Ji:紛 27年度目標 28年度目線

文化臆紋総入館者数

(お館物お館の、の、みおみEのちi，.ちみ文lWr映学ち也画lのほi調資館史)料h、F 
47， 180人 44，849人 48，000人 50，000人

illt! 
尾道の文化に削れることができる魅力ある施設の充実

総人何者がJ}j¥¥0il頃向にあることから、各地法での特日l限の充実や、施設問で連携し

題
たPRを行うことにより相乗効果を引き出寸必裂がある。

改 1 尾道の文化に削t;hることができる魅力ある方街設の充実
話 各施設ならではの特別展を充実する。また、チラシやパンフレッ卜の下成に当たっ

Uコ ても、他方面了止の紹介をするなど、肱設IIrJのjillfJを進める。
方

向

性
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評価点検ンート 胞策・2lE業名 市民に親しまれるホーノレの充実

教'(H志合体Al;;国<1&)01>ru.1主ベーン 54 I所管談!I文イ師側
l[kj:有の柱 4 芸術 文化の継承と創造

基本方針 2 個H性を割、した芸術 ー文iJ:.!世設の充実とi馴

虫点目121 1 魅力ある芸術文化肱1Jtづくり
目 自甘 芸術 ・文化にふれることのできるホーノドづくり

『九] 1市民に親しめるホーノレの充実

2市民の学習発表の場の提供

容

1 市民に親しめるホーノレの充実

(1)f2014せとだパリ祭Jr昭和ノスタノレジアコンザートJf;tiJJl川手未ピアノリサイタ
ノレJr間K交響楽団メンノくーによるコンザートJf.親子のためのゆかし、なコンサー トJf;j-
ノくーリンフォルテピアノトリオコンリー卜jを実施し、芸術 ・文化にふれる機会を提供

i虫 できた。

中且 ( 2)芸術・文化活動を行う団体 (4団f本)が、級官の坊として無料開JiJ>:""業で延べ

相; 8巨lの利用があったG

1兄 2 市民の学習発表の拐の挺IJl

と (j)市民ギャラリーで、音楽活似仰発表の場として 12回ミニコンザートが開催され

成 駅前の賑わいづくりに貢献しむ

共性 (2 )舞台芸術育成司王君主と して、ダンス講座を開き市内小学生22人が参加した。成果

発表として 「しまなみダンスコンテストJrダンスパフォ- 7ンスライブ」に出演し
た吋0

成果指標 25年度実AMi 26年度実fill 27年度目標 28年度目標

自主事業入場者数 3，009，¥ 2， 761人 3，000人 3，200人

入場者の少なし叶品業もあったため、企画内容ヰ判報提供の方法を検討していく必要が

制iある。

組

入場者の少なかった自主事業の企図内容や宣伝の方法などについて検証し、問題点を

改 探る。

普 {也の文化ホーノレの広報亘伝方法の情報収集や、H寺代lこDfJした↑li昨日捌Jl方法を研究する。

。コ
ブ7

前l

性
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前哨li点検ンー卜 施策-ZiZ表名 図諮資料の強制 ・充実

教育総合IIfil!:JI画(佳J9D品位ペジ 55 I所側 |蛾学習課
政策の担 4 芸術 ・文化の継承と創造

基本方針 2 個H性を生かした芸術・文化施設の充実と連携

重点目標 1 魅力ある芸術文化施設づくり

lヨ 自<J 市民から親しまれる図令指}づく り

内 l l昌l主IrtI:σ;整備 ・充実

(1) 一般図書の整備 ・充実を図る。

辛F ( 2) 児童図告の整備 ・充実を図る。

( 3)郷土資料の収集をする。

1 図書資料の主主的 ・充実

各図書館が、それぞれの館広特色にあった資料の収集を行った。

平成 26年度の受入図書等の数

一般図書 児IE図合 郷土資料 AV資料
中央図tE館 4，727 2，389 256 171 7，543 

J& みつぎ子ども図書館 740 1，219 57 45 2，061 

1且 悶品図書館 2，059 1，075 66 96 3，296 

状 iftF'田図書館 1， '173 701 140 45 2，359 

1兄 向Jゐ子とも図書館 576 1，092 25 38 1，731 

と 合 骨1 9，575 6， '176 54/1 395 16，990 

成

見L

削指標 25年度実組 26年度実絞 27年度自標 28年度目標

]鼠{!f数 540， 733点 553，521点 570，000点 585，000点

1 魅力のある図書館づくりをするためには、lii!られた予算の中で眺入図書の選別を行

lllt! い、 資料の充実を図る必要がある。
2 l制止の1m!]国こ伴い、保管場所が手Ji，になってきている。

足立

1 各館が連携し、選書会を実/jIfjし、Hils入図むの巡5JIJを行うことで、資料の充実を区iる。

改 2 保管場所については、日'1本があり利用が少ない本の廃棄を行う。

誼 3 f夜中rr-につし、て、基準にのっと り、 5ft.&~ ，同 じ処型をする。

。コ 指定管理1者ーには、協定芯において、図413、視聴すよ資料。)I!持入額の最低lhW入額を定的、

方 定の図お購入賞'を確保している。

l旬

性
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評価点検シート 施策・事業名 魅力ある展覧会の開催等

教育総合推進Jt~lij (怯JUII;品世ベ ジ 55 I 所管課 |美Wffn:，
政策の柱 4 芸術 ・文化の社仇主と自lHZI

島ド方針 つM 髄ド上を生かした芸術・文化泊設の充実とiili伊j
重在目標 1 魅力ある芸術・文化施設づくり

目 的 聞か九た美科'iTliづくり

1 魅力ある展覧会の開催

内 (1)展覧会企画運'品事業の実施

2 豊かな地域文化を育む情報発信
R廿ム河 (J)ホームページ等の電子奴体をl，f，lfIして、展覧会や所磁品等の情報を発信し、美術
館の魅力向上に努める。

1 魅力ある展覧会の開催

( 1 )地樹上会に貢i1i!寸一る質の郎、展覧会を開催し、市民らの美術鑑賞機会の充実を図

った。(特別展 5回)

(2)昨年度に引き続き、広韓協.¥r広報おのみちJに市民を対象とした展覧会招待券を
IJY. 掲.1主し、 美術鑑j~機会の充実を図った。

組 2 豊かな地域文化を育tJ'!育報発信

状 (1)美u拍1淵!自のホームベーンで展覧会や所蔵品などの情報を訂i極的に提供した。
t兄

と

PX 
果 成果指標 25年度実績 26年度実績 27年度目際 28年度目傑

市立美件7官自入館者数 25，216人 26，092人 ι三〉 ι三〉

1 質の百五い、魅力ある美討拍車nの機会提供を図るために、特別収，を5回開催し、入館
者数は対前年比876人培加よ、した。今後も、より市民に税しまれる企画の展覧会を開

前! {佳していく必~がある。

2 展覧会十lWJlや利用案内だけでなく、所磁品の作品解説などを実施し、更にホームペ

題 ージ等のむ子媒体を活用する範囲を広げる必要がある。

1 より多くの市民に鑑賞してもらえるよう、企画内容の充実に努め、市民の|熱心や志

改 向を踏まえつつ魅力ある展覧会の創出を図る。

tι t 2 美Wifu¥独自のホームページで吏なるflat報発信や、尼迅市立美術館友の会との協働に
。コ よる広報活動の充実を図る。

方

向

fl 
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2判断点検シート 施策・事業名 協働による教育'ji1f.及事業の実施

勃n総合fl'tillil1l間(佳JUIIjg.1主ベジ 55 I 所管日!!~ I美側
政策の住 4 芸術 ・文化の継承と創造

基本方針 2 個性を生かした芸術文イljiiITfstの充実とili161i

111R目標 1 魅力ある芸術・文化』耐空づくり

目 的 聞か九た美術館づくり

協働による教育普及:tJ~~誌の実施

内 (1 )各種展覧会にちなんだワークショップや関iili事業なと'を開催する。

容

1 協働による教育普及"1工業の実胞

(1) rギャラリー トーク」、けっし、わいがやがやおしゃべり鑑此会J、「ミュージアムコン
ザー 卜Iやワークショップなど、展覧会に関連した教育時及Zlb業の充実に取り組ん

た
l世 (2)尾道市美制干官官ネットワークと連携し、制作した尾道市美VI将官ネットワークパスポ
組 ートを市内小学ぢ(fffr'1 ip，ょに配布した。
状

t兄

と

成 月以指標 25年度実績 26年度実績 27年度目牒 28年度目標

井L
教育普及事業の開催

27回 20巨l 25 I!'!I ι三〉
回数

1 鑑政教育の充実を図り、幅広い芸術文化への理郎'と支持に応えていくことが必襲。

地峡文化の活性化に貢献していくためにも、市民との協働による教育普及活動に取り

1出' 組む。市民が日常的に芸術文化に親しむ機会と、豊かな感性を育む環筑づくりに引き

続き取り組む~要がある。

組

市民との闘助による子どもを対象にしたワークショップのより一層の充実を図ると

改 ともに、美討干官官への古住fiit見学・校外学習の機会徒然4号、学校lこiCt寸一る広報活動を行う。

品= 尾道市美材手自白ネットワークパスポートについては、今年度から始まる「ふるさと学

の 習実施事業に係る美Wifi古見学jにおいて、見学時に活用寸一る予定である。
方

向

悩
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評価点検シー ト 施策・事業名 図書館の相互連悦

教育総合捕手.lli，H-lllij(怯JUJ)!品位ペ ジ 58 I 所管課 |生涯学習限
政策の柱 4 芸術・文化の継車と創造

基本方針 2 個性を生かした芸術・文化施設の充実と連供

重点、目線 2 個性を生かした芸術 ・文化施設のiili悦

目 白百 図書館の相互連携

1 図:!tbhの相互iili携
内 尾道市立図書館5館のi止場1jを図り、図書館サーヒ、スの向上lこ努める。

容

図fl作品の相互連挑

(1) 因企I官官資料の相互貸借を行った。
( 2 )ゴールデンウィークは、中央図書館の職員がiill迭使の代わりをし、本が遅霜Eに

取 ならないように対応したd

i且 (3) 館長会議を開催し、器提Eの虫干d刊と利用者に均ーしたりービスが提供できるよう

状 苦手めた。

I兄 (" )逃払}:会を開催し、選書、 5館のi車税と情報交換に努めた。

と (5) 5館の貸出|冊数を統 し士こ。 (t回あたり10点、 ただし平成27年度から 13点)

成

果 成果指標 25年度実績 26年度実績 27年度目標 28年度目標

アンケー ト側主EIこよ
る利用者市町足度(満 85.8 % 88.6 % 89.0 % 89.0 % 
足、やペ吋i両足)

1 利用者に対して、5館で均ーのザービスを提供できるようまた、利用者i満足度を高
めるために、 5 鮪の情報交換の場を適宜設けていく 必~がある。

mtl 

組

1 館長会を原則月 1回開催し、言主題や情報の共有を行し、各館のillI常に反映させること

改 で、5館のサービスの均一化を図る。

韮 2 選立桧を遡1回開催し、情報共有をすることで、制自の被告を充実させるとともに、

の 司t!?のスキノレアップにつなげる。
j， 
向

性
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評価点検シー ト 迩策・事業名 美術館の相互jili悦の充実

教育総合打叫fJ十両 (l長期日主ベ ン 5 i I所管銀|美術草
政策の相 4 芸術文化の，l~ií\と創造

基本方針 つ 個性を生かした芸術文化施設の充実と連携

霊柾目棺1 つ 個性を生かした芸術文化純l没の迎以

目 t内 美件刊富の相互辿物

1 美il'iT:官の相互連携の充実

|内 市内美il'i館との連携の充実により、市民が日常的に芸術 ・文化に削れる機会自IJ出を
図る。

?& 

1 美討'iÞ:官の相互.ìiliD~の充実

(1) 美争花直連携による情報の~l4!引ヒの作必i

ア 尾道市美術館ネットワーク(図鍔肋三彫刻美b首官、尾道市立美制秒晶、 なかた美
WiuiI、尾道市立大学美制干官官、主Jr=寺何Jl物館、平山郁夫美術館)を組織し、flti報の共

取 有化と連携に取り組んだ。

組 イ 尾道市美制干官官ネットワークJJnW，UfI自のff待問討Jtを主唱IIfこ世し、た「おのみちミュー
状 ジアム寸ビ」を発行した。

況 ( 2 )美術館連携による教育普及，1月告の実胞

と ア 第7回子ども学芸員の旅を|制限し、 48人が参加した。

成 イ 尾道市美術館ネッ トワークパスポートを市内小学制れ年生に配布し1こや
果 (3)美術館連携による絵画展の失施

第8回平山郁夫美官報官貨を開催し、2，65i人が出品した。

成果指標 25年度実*j'! 26年度実績 27年度目標 28年度目標

辿挽絵画展 「平山郁

夫美ilQfWi:J'i:J出品者一 2，631人 2，657人 cごコ c::::; 
数

1 美ili古jiS1携事業の認知度は高まりつつあるが、事業内容について吏なるR'f制服割高を
図る必要がある。

「出1

題

I 美ili舘ホ ムペ ジ充実lこ併せて‘相互の入籍者増に繋がる利用案内等の情樹脂
改 を一層進めていき、「おのみちミューシアムナビJを引き続き発行する。また、教育喧
益 及事業の連携羽催など、各館の魅力を相乗的に高めていく連携事業の促進を図る。

の

フy
前l
性
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VI 学識経験者の意見等

教育委員会では、事業への取組状況等について長検及び評価を行うに当たって、教

育に闘し学職経験を有する方々に報告を行ない、草lillなご語、見をいただきました。

これらの貨illなご百一見を今後の施策 ・事業に活かし、さらに市民に信領される教育

行政を推進してまいりま寸。

学識経験者

広島大学名誉教授
ii¥t上 泰

(元)鳴門教育大学長

広島大学大学院教育学研究科教授 林 孝

尾道市民生委員 ・児童委員

尾道市社会教育委員
奥本美智子

意見l聴取年月日

平成27年8月3日(月) 学識経験者会議
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学識経験者の意見守;

1 総指的意見

(1) 事業施策が成巣を上げるためには、学校と教育委員会が、それそ，i.1-担う

役割を明確にして 、 効果的に取り組むことがm~である。

(2 ) 子どもたちが、自己の意思をしっかりと持ち、事rを抱くような教育を推進

してほしい。

(3 ) 家庭 ・地域の教育力の向上と、学校 ・家庭 ・地域の述携に、更に取り組ん

でほしし、。

( " ) 特色ある独自の事業 ・ 施策については、引き続き JI~ り組んでほしい。

( 5 ) 国や県の取組と併せて、効果的に事業に取り組んでほしい。

(6 ) 施策 ー事業の実施にあたっては、 各種団体の協力を求めるものが多いが、

これまでの経過等に捉われることなく、新たな.iili:JJ!;等も模索してほしい。

( 7 ) 事業を実施することは呂的ではない。単に事業をするだけでは、市民の理

解は得られないので、事業を通してどのようなことを実現したし、かを明確に

取り組むことが大切である。

(8 ) 事業やイヘントは、総花的に取り組むのではなく 、目的や市民ニーズ等を

再mlii町、し、改善していく必要がある。

2 学校教育闘係

( 1 ) 学校は、m僅的に行動する子どもたちを育てる、活気あふれた教育を進め
てほしい。教育委員会は、そのような学校をしっかりと支えてほしい。

( 2 ) r知 ・徳 ・体jの育成は、人!日l形成の基践であり 、学校教育がし、かに重要

であるか常に認徹してほしい。

(3 ) 学力向上のためには、学校と教育委員会が一体的に取り組むことが重姿で

吋b ザ的。。

( 4 ) 各種検定の受検等の奨励については、受検するだけでなく 、学習意欲の向

上に然げることが大切である。

( 5 ) 科さjt，fi斤究とし、った家庭学習の取組については、親子の心のつながりの機会

として活かしてほしい。

(6 ) 外国花教育では、小学校での取締の充実が大切である。
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(i) 情報教育では、 fief事uモラノレの教育が重要である。
(8 ) 特別支援教育は、議々重要となってきており、専門機関との連携強化等に

も引き続き取り組んでほしい。

( 9) 食育への取組では、iUに朝食を毎日食べるといっただけでなく、内容が大

切である。保税者への啓発等に力を入れてほしい。食TTのi住組は、単に学校

の取組にとどま らず、地域全体のJ&j且になっているこ とは評価できる。

(10) キャリア教育は、これからの，、生を考える うえで大切な機会であり、その

意義は大きい。立志式は、自らの451や志を考える良い機会であり 、評価でき
4 

G。

(11 ) いじめ等の問題行動への対応は、学校 ・教育委員会 保税者 ・地域等が連

供して正面から向き合うことが大切である。相手の立場になって考えること

ができるかが、いじめ等の撲滅に繋がる。このような心の教育に力を入れて

ほしし、。

(12) 是正指導は、風化させないとともに、今後どのように取り組んでいくかが

重要である。

(13) 特色ある学校づく りとして、学校の伝統や地域との関わりを大切にした学

校づくりが重要であり、各学校の特色あるJ&組は評価iできる。今後もなお一

層充実させてほしい。

(14) r教師力] の向上は、 子どもたちの育成に~I: 1l~'に ffi~である。 先生が元気

であるこ とが大切である。

(15) 幼小連携や小中iili例のみならず、!-.)Jノト中の連携を吏に進めてほしい。

(16) 学校の安全確保は0/)自由であるが、通学路の安全確保についても引き続き取

り組んでほしい。

(1;) 学校を取り巻く原境は厳しい。学校と教育委員会が連携して、教師が安心

して授業に取り組むことができる体制づくりが必要である。

3 学校施設関係

( ] ) 安全 ・安心な学校施設整備は急務の器具題であり、 学校は、地域防災の拠点

でもある。学校施設の耐燥化は、できる限り早期に 100%を達成してほしいロ

( 2 ) 認定こども闘の段位は、引き続き倒僚的に取り組んでほしい。

(3 ) デリパリー給食は、食育の観占を含めて進めてほしい。給食の内容につい
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ても積極的な情報提供が必要である。

4 生涯学習 ・スポーツ関係

(1) 核家族化が進展する中で、家庭の教育力向上のため家庭教育支援事業は箆

要である。子育てザポーターの活用や家庭教育支援チ ムの更なる支援が必

要である。

(2 ) 放課後子ども教室事業と放課後児童クラブ事業との連携に取り組んでいる

ことは、評価できる。

( 3 ) 電子メディア対策は、関係団体等との辿批を深めながら更に取り組んでほ

しい。

(4 ) 生涯学習講座は、市民のニーズに合致した魅力ある講座を精選してほしい。

(5 ) 青少年の健全育成のため、多くの取組を行っていることは評価できるが、

それそ'れの取組の効果等を検証することが大切である。

(6 ) 高齢化社会が急速に進展する中で、高齢者向けの学習機会の充実を図って

I;J'L-，'o 

(7) 公民館は、社会教育の拠点であるとともに地域の拠点でもある。吏に充実

させてほしい。

(8) ;j-リ y ピック附俄に向けて、スポーツへの関心が高まっている。この気通

を捉えてスポーツ仮興に積極的に取り組んでほしい。

(9 ) 生涯スポーツと競技スポーツとを区別するのではなく 、融合した取組を工

失してほしい。

5 芸術 ・文化関係

(1) 尾道が日本遺産として琵録された。尾道の芸術 ・文化は多彩であり、市民

に根付いている。また、多くの芸術文化財産を有している。これらは尾道

の誇りであり 、継承しなければならない。

( 2 ) 囲碁のまちづくりが恨付いてきた感じがする。更に取組を進めてほしい。

(3 ) 図書館の指定官取者制度導入によって吏に利用しや寸い図書館になること

を期待する。また、ブックスタート事業等様々な取組を行っており 、評価で

きる。更に充実させてほしい。
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( 4 ) 絵のまち尾道四季展の作品の活周年?を区lり、更に魅力ある芸術のまちづく

りに取り組んでほしい。

( 5 ) 美術館は、芸術のまち尾道の拠点である。魅力ある展覧会の開催等、更に

多くの市民や観光客が美術に親しめる取組を期待する。

( 6) 美術館ネットワークの取組は評価できる。ヰットワークパスポートの活用

等も検討してほしい。
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